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本
年
度
の
定
期
総
会
で
2
期
目
の
二
松

學
舍
松
苓
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
期
目
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
神
津
賢

一
郎
前
会
長
の
後
を
受
け
た
4
年
前
は
、

①
母
校
と
の
協
調
、
②
松
苓
会
活
動
の
活

性
化
、③
創
立
85
周
年
記
念
事
業
の
実
施
、

等
の
継
承
に
加
え
て
、
④
松
苓
会
の
将
来

を
見
据
え
た
あ
り
方
の
検
討
を
課
題
に
し

て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

①
、
②
は
4
年
間
の
活
動
を
通
し
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
父
母
会
」
と

の
交
流
や
父
母
懇
談
会
な
ど
へ
の
協
力
、

「
学
生
会
」
と
の
交
流
、
松
苓
会
報
へ
の

学
生
の
参
加
、
学
生
主
催
の
行
事
の
見
学

等
、
年
間
を
通
し
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。以
前
に
は
な
か
っ
た
も
の
も
多
く
、

雰
囲
気
は
確
実
に
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

③
は
松
苓
会
の
単
独
事
業
と
し
て
初
め

て
の
周
年
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、
課
題
は

残
し
ま
し
た
が
、
次
の
段
階
に
進
む
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

④
を
検
討
す
る
「
基
本
問
題
検
討
委
員

会
」
は
就
任
の
年
の
総
会
に
提
案
し
、
承

認
戴
い
た
取
り
組
み
で
し
た
。
2
年
目
に

創
立
記
念
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
実
質

は
2
年
目
後
半
か
ら
の
活
動
に
な
り
ま
し

た
が
、
25
回
に
及
ぶ
会
議
の
結
果
、
答
申

を
ま
と
め
て
戴
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で

2
回
の
中
間
答
申
を
戴
き
、
就
任
２
年
目

の
総
会
で
は
「
松
苓
会
奨
学
金
を
貸
与
か

ら
給
付
に
変
更
」、
３
年
目
に
は
「
学
生

会
員
の
規
約
へ
の
位
置
づ
け
」
を
承
認
戴

き
ま
し
た
。
そ
し
て
4
年
目
の
本
年
度
の

総
会
で
「
答
申
書
」
を
報
告
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
委
員
を
は
じ
め
関
係

の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
尽
力
を
戴
き
ま
し

た
。
松
苓
会
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
成
し
え
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
2
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
申
す
ま
で

も
な
く
基
本
問
題
検
討
委
員
会
の
答
申
の

具
現
化
で
す
。
し
か
し
松
苓
会
の
将
来
像

を
、
と
い
う
大
き
な
課
題
は
一
人
で
ど
う

に
か
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
し
に
は
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
皆
様
の
お
力
を
引
き

続
き
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
松
學
舍
松
苓
会
会
長　

葊
田　

克
己

卒
業
生
の
皆
様
、
お
元
気
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
皆
様
の
母
校
二
松
学
舎
大
学

は
、
漢
学
塾
そ
し
て
国
漢
の
旧
制
専
門
学

校
を
前
身
と
す
る
、
い
わ
ば
個
性
的
で
あ

る
と
と
も
に
存
在
感
の
あ
る
教
育
研
究
機

関
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
19

世
紀
に
設
立
さ
れ
た
二
松
学
舎
で
あ
り
ま

す
が
、
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
と
移
り
変
わ

り
、
さ
ら
な
る
社
会
環
境
の
変
化
と
多
様

化
す
る
価
値
観
に
対
応
で
き
る
高
等
教
育

機
関
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
松
学

舎
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
20
世
紀
の
前

半
ま
で
は
、社
会
や
制
度
の
変
動
の
な
か
、

必
死
に
自
ら
変
わ
ろ
う
と
し
て
き
た
軌
跡

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
卒
業

生
か
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
21
世
紀
を
迎
え
、

高
度
情
報
化
社
会
と
少
子
高
齢
化
社
会
が

重
な
り
な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
も

具
体
的
に
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二
松
学

舎
大
学
も
、良
き
伝
統
を
守
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
時
代
に
応
じ
た
も
の
を
手
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
こ
れ
か
ら

の
展
開
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

先
日
、
旧
知
の
役
者
さ
ん
た
ち
と
会
食

し
て
い
た
ら
、
そ
の
ひ
と
り
、
か
つ
て
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
を
演
じ
て
い
た
村
上
弘
明
氏

が
、
二
松
学
舎
大
学
の
先
生
が
書
い
た
受

験
参
考
書
で
勉
強
し
た
と
懐
か
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
と
二
松
学
舎
大

学
と
の
関
り
も
ま
た
そ
う
し
た
国
語
教
育

関
係
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
後
に
知
る
の
で

す
が
二
松
学
舎
専
門
学
校
卒
業
の
元
教
頭

で
理
事
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
都
内
の
私
立

高
校
に
、
た
ま
た
ま
非
常
勤
講
師
の
仕
事

を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
方
と
の

面
接
と
な
り
、
当
時
院
生
だ
っ
た
私
は
呼

び
出
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
科
と
社
会
科
の

免
許
を
私
は
持
っ
て
い
て
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
社
会
科
を
担
当
し
た
か
っ
た
の
で

す
が
、お
会
い
し
た
坂
口
理
事
は
す
ぐ
に
、

国
語
を
や
り
な
さ
い
、
と
。
そ
の
後
の
私

の
国
語
教
師
人
生
は
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
村
上
に
し
て
も
私
に
し
て
も
、
ま

た
多
く
の
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
国

語
教
育
関
係
を
通
し
た
二
松
学
舎
と
の
出

会
い
は
多
い
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か
ら

は
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
二
松
学
舎
と
の
出
会

い
が
生
ま
れ
る
大
学
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
あ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
再
任
に
当
た
っ
て

二
松
学
舎
大
学
学
長　

江
藤　

茂
博

学
長
就
任
の
ご
挨
拶
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令
和
元
年
度　

第
24
回
松
苓
会
定
期
総
会
開
催

令
和
元
年
度
定
期
総
会
が
6
月
8
日

（
土
）
12
時
30
分
か
ら
二
松
學
舍
大
学
九

段
1
号
館
11
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
五
十
嵐
清
常
任
理
事
（
水

戸
英
則
理
事
長
代
理
）、
江
藤
茂
博
学
長
、

を
お
迎
え
し
、
本
部
役
員
、
及
び
全
国
か

ら
36
支
部
の
支
部
長
が
参
加
し
た
。

出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

来
賓
　
　

　

五
十
嵐
清　

常
任
理
事

　

江
藤
茂
博　

学
長
（
相
談
役
）

　

神
津
賢
一
郎
（
顧
問
）

本
部

　

葊
田
克
己
（
会
長
）

　

新
井
喜
義
・
山
崎
正
伸
（
副
会
長
）

　

小
林
公
雄
（
幹
事
長
）

常
任
幹
事
　
　

　

小
林
憲
二

　

平
野
光
治
（
神
奈
川
県
支
部
長
）

　

佐
藤　

修
・
清
水　

登
・
大
山
由
美
子

　

髙
栁
幸
雄
・
菅
原
義
博
・
高
橋
映
子

　

志
村　

孝
・
西
園
隆
士
・
渡
辺
和
則

幹
事
　
　

　

山
﨑
郁
紀
（
北
海
道
地
区
）

　

宮
本
義
孝
（
東
北
・
岩
手
県
支
部
長
）

　

辻　

将
一
（
関
東
・
千
葉
県
支
部
長
）

　

小
島
貴
雄
（
中
部
・
富
山
県
支
部
長
）

　

武
内
昭
徳
（
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
長
）

　

大
西
邦
美
（
四
国
・
香
川
県
支
部
長
）

　

宮
崎
宣
幸
（
九
州
・
宮
崎
県
支
部
長
）

　

金
城
健
一
（
沖
縄
・
沖
縄
県
支
部
長
）

　

小
林
孝
彰
・
持
田
賢
一
・
金
井　

康

　

星
野
優
子
・
小
町
邦
明
・
大
渕
俊
明

　

山
口
洋
子
・
中
原
敬
二

監
事
　
　

　

畠
山
幸
治
・
木
村
誠
次

支
部
長

増
井
義
昭〈
北
海
道
〉・鈴
木
隆
博〈
秋
田
㈹
〉

齋
藤　

裕
〈
山
形
〉・
北
村　

博
〈
福
島
〉

沼
田
俊
明〈
茨
城
〉・櫻
井
哲
夫〈
栃
木
㈹
〉

髙
栁　

薫
〈
群
馬
〉・
青
木
一
弥
〈
埼
玉
〉

矢
澤
喜
成
〈
東
京
〉・
板
山
俊
介
〈
山
梨
〉

関　

保
典
〈
長
野
〉・
坂
井
福
作
〈
新
潟
〉

菅
野
成
也
〈
石
川
〉・
中
道
佳
宏
〈
福
井
〉

永
井
陵
次
〈
静
岡
〉・
小
川
直
紀
〈
三
重
〉

齋
藤　

衛〈
大
阪
〉・明
治
利
隆〈
和
歌
山
〉

小
谷
章
公
〈
鳥
取
〉・
永
瀨　

淸
〈
岡
山
〉

大
倉
明
子
〈
徳
島
〉・
上
田
善
達
〈
愛
媛
〉

戸
田　

浩
〈
高
知
〉・
永
淵
道
彦
〈
福
岡
〉

黒
瀬
孝
志
郎〈
長
崎
〉・甲
斐
啓
一
郎〈
大
分
〉

事
務
局

間
宮
美
喜

総
会
は
大
渕
俊
明
幹
事
の
司
会
に
よ

り
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。
続
い
て
前
年

度
総
会
後
に
物
故
さ
れ
た
松
苓
会
員
及
び

大
学
関
係
者
へ
の
黙
祷
が
あ
っ
た
。

司
会
か
ら
構
成
員
81
名
中
、
出
席
者
59

名
、
委
任
状
18
名
の
合
計
77
名
と
の
報
告

が
あ
り
、
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
た
。

葊
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
水
戸

理
事
長
代
理
の
五
十
嵐
常
任
理
事
か
ら
、�

＇Ｎ
２
０
３
０
プ
ラ
ン
の
内
容
等
を
含
む

挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
江
藤
学
長
か
ら
は
、

出
発
点
が
漢
学
塾
な
ら
で
は
の
国
際
化
に

よ
る
存
在
感
の
あ
る
大
学
を
目
指
し
た
い

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

山
崎
副
会
長
を
議
長
に
選
出
の
後
、
書

記
に
西
園
隆
士
常
任
幹
事
、
中
原
敬
二
幹

事
を
指
名
、
議
事
録
署
名
人
に
は
平
野
光

治
常
任
幹
事
（
神
奈
川
県
支
部
長
）、
髙

栁
薫
群
馬
県
支
部
長
が
指
名
さ
れ
た
。

　
総
会
次
第

議
案

１　

平
成
30
年
度
事
業
報
告

２　

平
成
30
年
度
収
支
決
算
報
告
並

び
に
監
査
報
告

３　

令
和
元
年
度
事
業
方
針
並
び
に

事
業
計
画
案

４　

令
和
元
年
度
松
苓
会
予
算
案

５　

役
員
改
選
に
つ
い
て

６　

学
校
法
人
二
松
學
舍
評
議
員
候

補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

諸
報
告

１　

基
本
問
題
検
討
委
員
会
答
申
書

２　

法
人
と
の
連
絡
協
議
会
報
告

３　

支
部
運
営
等
の
お
願
い

４　

そ
の
他

議
案
審
議

次
第
に
沿
っ
て
、議
案
の
審
議
が
あ
り
、

1
号
議
案
か
ら
6
号
議
案
ま
で
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

5
号
議
案
の
役
員
改
選
で
は
、
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
の
推
薦
を
受
け
た
、
次

の
候
補
者
が
新
役
員
に
選
出
さ
れ
た
。

　

会　

長　

葊
田
克
己
（
再
任　

文
38
）

　

副
会
長　

持
田
賢
一
（
新　

文
40
）

　

同　
　
　

家
永　

修
（
新　

文
44
）

　

監　

事　

小
林
憲
二
（
新　

文
38
）

　

同　
　
　

田
邉
義
博
（
新　

文
47
）

　

6
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
葊
田
会
長
か

ら
提
案
が
あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

学
校
法
人
二
松
學
舍
評
議
員
候
補
者

　

家
永　

修
（
次
期
副
会
長
）

　

髙
栁
幸
雄
（
現
常
任
幹
事
）

諸
報
告

　

基
本
問
題
検
討
委
員
会
の
最
終
答
申
報

告
が
あ
っ
た
。そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

答
申
は
、
松
苓
会
の
あ
り
方
、
事
業
・
活

動
、
組
織
・
運
営
、
財
政
・
会
費
、
会
則

等
規
程
整
備
な
ど
、
松
苓
会
活
動
全
般
に

わ
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
松
苓
会
の
あ
り
方
で
は
、
松
苓
会

の
認
知
度
の
実
態
把
握
の
た
め
、
ア
ン
ケ

第 24 回定期総会
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ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
認
知
度
は
極
め

て
低
く
、
卒
業
生
の
帰
属
意
識
の
向
上
に

は
、
大
学
在
学
生
に
対
す
る
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
２
）
事
業
・
活
動
で
は
、
在
学
生
を
対

象
と
し
た
新
規
事
業
と
し
て
入
学
式
（
新

入
生
）
に
記
念
品
、
古
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

（
松
苓
会
古
書
店
）。
松
苓
会
人
材
バ
ン
ク

の
設
置
な
ど
。

（
３
）
組
織
・
運
営
で
は
、
現
在
の
都
道

府
県
支
部
に
加
え
、
卒
業
期
別
会
（
同
期

会
）
を
設
け
、
地
区
代
表
と
期
別
会
代
表

で
構
成
す
る
審
議
会
（
現
行
の
幹
事
会
に

相
当
さ
せ
る
）
が
松
苓
会
の
最
高
議
決
機

関
と
す
る
こ
と
、
現
行
の
総
会
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
誰
も
が
参
加
で
き
る
松
苓
会

年
次
大
会
の
開
催
を
提
言
し
て
い
る
。

（
４
）
財
政
・
会
費
で
は
、
特
別
会
計
、

特
に
終
身
会
員
積
立
金
の
見
直
し
が
提
言

さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
会
則
・
細
則
等
の
規
程
整
備

役
員
改
選
後
の
常
任
幹
事
会
開
催

新
役
員
に
よ
る
最
初
の
常
任
幹
事
会
が

令
和
元
年
７
月
20
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
。葊

田
会
長
か
ら
、
今
期
の
取
り
組
み
と

し
て
、
基
本
問
題
検
討
委
員
会
答
申
の
具

現
化
、
松
苓
会
活
動
の
電
子
化
（
情
報
化

社
会
へ
の
対
応
）、
活
動
停
止
状
態
支
部

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
な
ど
が
重
点
項

目
と
な
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

基
本
問
題
検
討
委
員
会
答
申
の
具
現
化

に
向
け
て
、
常
任
幹
事
会
の
も
と
に
、
次

の
５
つ
の
部
会
を
設
け
た
。

第
１
部
会　

学
生
会
員
・
期
別
会
組
織

第
２
部
会　

組
織
改
革
・
会
則
改
正

第
３
部
会　

新
規
事
業

第
４
部
会　

現
行
事
業
と
情
報
化
対
応

第
５
部
会　

経
理
問
題

　

会
則
全
般
に
わ
た
る
点
検
、
さ
ら
に
組

織
変
更
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
会
則
改
正
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
組
織
変
更
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
的
視
点
で
段

階
的
に
、
移
行
措
置
等
を
講
じ
な
が
ら
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い

る
。

　

松
苓
会
の
認
知
度
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

集
計
結
果
は
、
本
誌
20
頁
に
掲
載
。

二
松
學
舍
松
苓
会
幹
事
会

総
会
に
先
立
っ
て
、
幹
事
会
が
午
前
11

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
本
部
の
三
役
、
常

任
幹
事
、幹
事
、監
事
の
33
名
が
出
席
（
構

成
員
43
名
。
他
に
委
任
状
8
名
）、
総
会

に
提
案
す
る
議
案
に
つ
い
て
の
説
明
と
そ

れ
ぞ
れ
に
対
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。

総
会
に
提
案
す
る
議
案
に
つ
い
て
理
解

を
得
ら
れ
、
短
い
時
間
の
中
で
効
率
的
に

総会前に開かれた幹事会

代
表
と
し
て
学
生
会
長
ほ
か
学
生
会
執
行

部
の
3
名
が
参
加
し
、
和
や
か
な
会
と
な

っ
た
。

支
部
長
交
代

　

宮
崎
県
（
令
和
元
年
7
月
1
日
付
）

　
　
　
　

新　

内
村
厚
夫
（
文
44
）

　
　
　
　

前　

宮
﨑
宣
幸
（
文
41
）

　

千
葉
県
（
令
和
元
年
8
月
4
日
付
）

　
　
　
　

新　

河
野
千
津
子
（
文
49
）

　
　
　
　

前　

辻　

将
一
（
文
45
）

　

広
島
県
（
令
和
元
年
8
月
９
日
付
）

　
　
　
　

�

代
行　

金
子　

徹
（
文
50
）

　
　
　
　

前　

平
岡
才
二
郎
（
文
26
）

懇親会風景

懇親会参加の皆さん

はじめて参加した学生会執行部の学生

進
行
さ
れ
た
。

定
期
総
会
後
の
懇
親
会

定
期
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
大
学
九
段

1
号
館
13
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
行
わ
れ
た
。

総
会
参
加
の
支
部
長
、
本
部
役
員
な
ど
40

名
が
参
加
し
た
。
本
年
度
は
学
生
会
員
の
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令和元年度　松苓会予算
平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,067,685 
入 　 会 　 金 3,925,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 9,600,000 
既 卒 者 終 身 会 費 400,000 
小 　 　 　 計 10,000,000 
寄 付 金 400,000 
雑 収 入 ・ 利 息 2,000 

合　　　　計 16,394,685 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 720,000 
発 送 費 800,000 
『 茯 苓 』 発 行 費 0
小 　 　 　 計 1,520,000 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 600,000 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 300,000 
免許状更新講習交流会費 100,000 
小 　 　 　 計 1,000,000 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,400,000 
支 部 報 発 行 助 成 費 300,000 
支 部 強 化 助 成 費 100,000 
同 期 会 等 助 成 費 100,000 
小 　 　 計 1,900,000 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 700,000 
卒 業 記 念 品 費 800,000 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 400,000 
小 　 　 計 2,200,000 
事 業 費 合 計 8,270,000 

運営費
会 議 費 250,000 
旅 費 ・ 交 通 費 2,100,000 
職 務 費 350,000 
通 信 費 180,000 
備 品 費 250,000 
印 刷 費 350,000 
消 耗 品 費 50,000 
慶 弔 費 150,000 
謝 礼 金 10,000 
手 数 料 50,000 
雑 　 費 20,000 
運 営 費 合 計 3,760,000 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,624,000 
特 別 会 計 合 計 3,624,000 

予備費 740,685
合 計 16,394,685

平成 30 年度　松苓会特別会計決算書
1　松苓会基金

（単位：円）
平成 29 年度からの繰越 2,000,330
利　　　息 13
合　　　　　　計 2,000,343

2　周年事業積立金
平成 29 年度からの繰越 755,945
平成 30 年度繰入 1,000,000
利　　　息 6
合　　　　　　計 1,755,951

3  終身会員積立金
（収入の部）

平成 29 年度からの繰越 66,597,588
平成 30 年度繰入 2,726,500
利　　　息 3,879
合 　 　 　 　 　 　 計 69,327,967

（支出の部）
終身会員サービス費（会報 61号、印刷・制作費、発送費） 1,492,139
手　数　料 864
合　　　　　　計 1,493,003

○収支残高 67,834,964
4　松苓会奨学金  
（収入の部）

平成 29 年度からの繰越 7,187,267
平成 30 年度繰入 500,000
平成 30 年度貸与返還金 236,000
利　　　　　　息 61
合　　　　　　計 7,923,328

（支出の部）
平成 30 年度給付奨学金	 243,000

○収支残高 7,680,328

平成 30 年度会計収支決算は以上のとおりです。

　　　　　平成 31 年４月 23 日
　　　　　　　　　二松學舍松苓会会長　　　　葊田　克己　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会事務局　　　間宮　美喜　㊞

会計監査報告書
　平成30年度（平成30年 4月1日～平成31年 3月31日）の会計執行
状況について監査の結果、諸帳簿の整備、ならびに、金銭の管理状況は
適正であり、収支に誤りのないことを認めたのでここに報告致します。
平成 31 年 4 月 23 日	
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　畠山　幸治　㊞
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　木村　誠次　㊞

令和元年度　松苓会特別会計予算
1　松苓会基金

（単位：円）
平成 30 年度からの繰越	 2,000,343
利　　　息 13
合　　　　　　計 2,000,356

2　周年事業積立金
（収入の部）

平成 30 年度からの繰越 1,755,951
令和元年度繰入 1,000,000
利　　　息 10
合　　　　　　計 2,755,961

3  終身会員積立金
（収入の部）

平成 30 年度からの繰越 67,834,964
令和元年度繰入 2,624,000
利　　　息 3,900
合　　　　　　計 70,462,864

（支出の部）
終身会員サービス費（会報 63号、印刷・制作費、発送費） 1,550,000
手　数　料 864
合　　　　　　計 1,550,864

4　松苓会奨学金  
（収入の部）

平成 30 年度からの繰越 7,680,328
令和元年度繰入 500,000
令和元年度貸与返還金 649,000
利　　　　　　息 65
合　　　　　　計 8,829,393

（支出の部）
令和元年度給付奨学金	 930,000

平成 30 年度　松苓会収支決算書
平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,394,788 
入 　 会 　 金 4,055,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 9,975,000 
既 卒 者 終 身 会 費 300,000 
小 　 　 　 計 10,275,000 
寄 付 金 395,000 
雑 収 入 ・ 利 息 1,460 

合　　　　計 17,121,248 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷 ・ 制 作 費 677,754 
発 送 費 715,443 
『 茯 苓 』 発 行 費
小 　 　 　 計 1,393,197 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 507,000 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 300,000 
免許状更新講習交流会費 66,160 
小 　 　 　 計 873,160 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,285,685 
支 部 報 発 行 助 成 費 246,660 
支 部 強 化 助 成 費 0 
同 期 会 等 助 成 費 30,000 
小 　 　 計 1,562,345 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 150,000 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,650,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000 
課 外 活 動 助 成 費 200,000 
教 育 支 援 助 成 費 449,352 
卒 業 記 念 品 費 768,600 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 7,018 
小 　 　 計 1,524,970 
事 業 費 合 計 7,003,672 

運営費
会 議 費 211,594 
旅 費 ・ 交 通 費 2,430,899 
職 務 費 308,000 
通 信 費 169,069 
備 品 費 232,896 
印 刷 費 301,126 
消 耗 品 費 44,240 
慶 弔 費 78,770 
謝 礼 金 0 
手 数 料 33,842 
雑 　 費 12,955 
運 営 費 合 計 3,823,391 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,726,500 
特 別 会 計 合 計 3,726,500 

予備費  500,000
合 計 15,053,563 

○収支残高 2,067,685 
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松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

松
苓
会
各
支
部
活
動
報
告

北
海
道
支
部

◆
支
部
総
会　

 

事
務
局
長　

若
松
顕
仁

新
し
い
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
て
初

の
支
部
総
会
を
、
令
和
元
年
８
月
17
日

（
土
）
札
幌
市
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
号
で
「
み
な
さ
ん
北
海
道
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
」
と
書
い
た
か
ら
か
、
台
風
10

号
ま
で
「
参
加
し
た
い
」
と
進
路
を
北
海

道
に
向
け
、
ず
い
ぶ
ん
気
を
も
み
ま
し
た

が
、
気
を
遣
っ
て
通
り
過
ぎ
て
く
れ
、
台

風
一
過
、無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
後
述
の
計
11
名
。
最
近
は
二
ケ

タ
台
を
維
持
し
て
お
り
、
事
務
局
も
ホ
ッ

と
し
て
い
る
所
で
す
。

総
会
で
は
支
部
長
挨
拶
に
続
き
、
昨
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、
監
査

報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

分
会
総
会
含

め
多
く
の
会

員
に
参
加
い

た
だ
き
、
会

報
も
予
定
通

り
発
行
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
改

め
て
皆
様
に

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
４

月
の
人
事
異
動
に
関
し
て
は
、
今
回
初
め

て
名
簿
記
載
、
会
報
で
の
ご
紹
介
の
可
否

な
ど
を
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
・
新
年
会
の
返
信
に
は

ク
ジ
付
葉
書
を
使
用
し
、
当
選
を
狙
っ
て

郵
送
代
の
節
約
に
努
め
て
い
ま
す
。
会
員

諸
氏
に
は
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

続
い
て
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。
分
会

総
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
こ
そ
道
北
分

会
の
開
催
（
な
ら
び
に
分
会
長
の
決
定
）

を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
道

南
・
道
東
分
会
も
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松
苓
会

本
部
か
ら
の
助
成
な
ら
び
に
会
員
か
ら
の

会
費
収
入
を
も
っ
て
支
部
の
運
営
を
執
行

し
て
お
り
ま
す
が
、
会
費
収
入
が
減
り
ま

す
と
今
後
の
運
営
が
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
皆
様
に
は
ぜ
ひ
年
会
費
を
お

納
め
い
た
だ
き
、
会
の
安
定
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
「
専
用
振
替
用
紙
」
を
復
活
し
、
今
後

の
会
報
に
同
封
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
年
会
費
は
値
上
げ
し
ま
せ
ん
の
で
ご
安

心
を
。「
カ
ン
パ
」
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。）

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

柴
垣
博
孝

今
年
は
、
８
月
４
日
（
土
）
に
八
戸
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
松
苓
会
青
森
県

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
10
名

ほ
ど
の
出
席
者
が
あ
る
の
で
す
が
、
今
年

は
６
名
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
八
戸
三
社
大
祭
の
お
帰
り

の
日
に
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
豪

華
絢
爛
た
る
山
車
行
列
が
運
行
さ
れ
て
お

り
、
町
は
観
光
客
や
見
物
の
方
た
ち
で
大

賑
わ
い
で
し
た
。

総
会
で
は
、
最
初
に
支
部
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
大
学
の
近
況
報
告
や
決
算
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
大
庭
文
武
先
輩
の

乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
文
学
部
出
身
で
あ
り
、

う
ち
３
名
が
現
職
教
員
、
後
の
３
名
が
退

職
教
員
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
近
況
報
告

を
す
る
の
も
忘
れ
て
教
育
談
議
に
花
が
咲

き
、
終
了
予
定
時
刻
を
30
分
オ
ー
バ
ー
し

て
も
ま
だ
ま
だ
話
が
尽
き
な
い
ほ
ど
で
し

た
。今

年
も
、
む
つ
市
か
ら
阿
部
俊
一
君
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
片
道
２
時
間
半

ほ
ど
の
道
の
り
を
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
有

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
昨
年
に

青
森
県
支
部

札幌市　「海の音　すすきの本店」にて

総
会
審
議
の
後
は
お
楽
し
み
の
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
「
海
の
音　

す

す
き
の
本
店
」
は
札
幌
ス
ス
キ
ノ
の
中
心

に
あ
り
、
料
理
も
サ
ー
ビ
ス
も
最
上
級
の

お
も
て
な
し
で
し
た
。
懇
談
で
は
参
加
者

の
「
近
況
報
告
」
や
「
令
和
を
迎
え
て

の
決
意
」
な
ど
を
楽
し
く
語
ら
い
ま
し

た
。大
先
輩
方
の
お
元
気
な
姿
に
接
し
て
、

我
々
現
役
世
代
も
決
意
を
新
た
に
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

宴
も
酣
に
し
て
会
も
お
開
き
と
な
り
、

先
輩
諸
氏
や
日
帰
り
（
！
）
の
函
館
の
お

二
人
を
お
送
り
し
た
事
務
局
員
た
ち
は
、

事
務
局
長
の
同
級
生
の
お
店
で
反
省
会
。

し
っ
ぽ
り
と
杯
を
傾
け
た
の
で
あ
り
ま
し

た
。
皆
様
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
参
加
者
〉

奥
村
悠
二
郎
（
文
36
）
山
﨑
郁
紀　

（
文
36
）

増
井
義
昭　

（
文
39
）
不
動
和
則　

（
文
43
）

佐
賀
敦
司　

（
文
49
）
若
松
顕
仁　

（
文
56
）

吉
川　

肇　

（
文
59
）
吉
川
真
理
絵
（
文
60
）

永
田
哲
之　

（
文
65
）
富
永
貴
之　

（
文
65
）

佐
々
木
伸　

（
文
74
）

　
◆
支
部
報
発
行

○
第
58
号　

平
成
30
年
12
月
12
日
発
行

・
平
成
30
年
度
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

・
道
南
分
会
開
催
し
ま
し
た
。

・
道
東
分
会
開
催
し
ま
し
た
。

・
平
成
31
年
新
年
会
の
お
知
ら
せ

・
平
成
29
年
度
決
算
書
、
30
年
度
予
算

○
第
59
号　

令
和
元
年
7
月
22
日
発
行

・
支
部
会
員
の
異
動

・
第
60
回
記
念
北
海
道
書
道
展
で
吉
川
肇

氏
が
準
大
賞
を
受
賞

・
平
成
31
年
支
部
新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
・
令
和
元
年
度
支
部
総
会
の
ご
案
内

・
大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
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続
い
て
、
田

名
部
一
馬
君

も
参
加
し
て

く
れ
ま
し

た
。
柴
垣
が

支
部
長
だ
か

ら
出
な
け
れ

ば
ね
、
と
の

こ
と
。
長
野

君
は
、
赴
任

先
の
青
森
市

か
ら
来
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。
佐
々
木
周
子
さ
ん
に
は
、
今
年
も
事

務
局
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
青
森
県
支
部
の
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
に
現
職
会
員

の
方
々
を
中
心
に
、
縦
と
横
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
る
意
味
で
も
、
是
非
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
８
月
８
日
（
土
）
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
学
生
の
方
も
含
め
て
、

八
戸
の
地
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
参
加
者
〉

大
庭
文
武
（
文
42
）
田
名
部
一
馬
（
文
44
）

柴
垣
博
孝
（
文
44
）
佐
々
木
周
子
（
文
50
）

阿
部
俊
一
（
文
53
）
長
野
賢
司　

（
文
64
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
4
号　

平
成
31
年
1
月
7
日
発
行

・
新
年
の
御
挨
拶　
　
　
　
　

柴
垣
博
孝

・
第
3
回
青
森
県
支
部
の
集
い
開
催

・
学
業
以
外
の
思
い
出　
　
　

大
庭
文
武 八戸市・八戸プラザホテルにて

岩
手
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

宮
本
義
孝

令
和
元
年
度
岩
手
県
支
部
の
総
会
と
懇

親
会
は
、
７
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時
よ

り
午
後
３
時
ま
で
盛
岡
市
志
家
町
の
「
サ

ン
セ
ー
ル
盛
岡
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
９
名
で
し
た
。

会
員
名
簿
を
元
に
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
の

情
報
を
交
換
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

席
で
、
前
岩
手
書
道
協
会
会
長
だ
っ
た
佐

藤
伸
夫
（
平
泉
）
君
（
文
37
）
が
昨
年
11

月
６
日
、
肺
癌
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
享
年
72
歳
で
し
た
。

佐
藤
君
は
、
大
学
の
授
業
で
は
物
足
り

ず
、
助
手
の
よ
う
な
恰
好
で
石
橋
啓
十
郎

（
犀
水
）
先
生
に
師
事
し
、
章
法
、
書
法

に
精
進
し
た
結
果
、
日
本
書
道
教
育
学
会

主
催
「
第
52
回
書
道
學
會
展
（
平
成
15
年

10
月
）」
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
師
弟
関
係
に
於
い
て
、
二
松

學
舍
の
最
も
良
き
時
代
、
二
松
學
舍
で
学

ん
だ
者
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
く
活
躍
な

さ
れ
た
卒
業
生
で
し
た
。

岩
手
県
に
は
高
齢
な
卒
業
生
が
多
く
お

り
ま
す
。
各
位
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
少

し
で
も
長
く
、
松
苓
会
の
活
動
を
ご
支
援

し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思
い
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
席
を
換
え
て
懇
親
会
に

な
り
ま
し
た
。

当
日
が
参
院
選
挙
の
投
票
日
で
も
あ

り
、
日
韓
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る

折
で
も
あ
り
、
県
立
博
物
館
の
騒
動
が
進

行
中
で
も
あ
り
で
、
実
に
様
々
な
話
や
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
も
少

し
整
理
を
し
て
、
後
日
、
機
会
を
み
て
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、
し
ば
ら
く
途
切
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
春
、
大
学
に
、
本
県
出
身
の
学
生

が
２
名
入
学
し
ま
し
た
。
昨
年
、
盛
岡
で

大
学
説
明
会
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

二
松
學
舍
の
教
育
の
良
き
所
を
吸
収
し

て
良
い
社
会
人
と
な
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

致
し
ま
す
。

〈
参
加
者
〉

小
山
尊
史
（
文
27
）　

小
笠
原
克
夫
（
文
34
）

伊
藤
慶
子
（
文
38
）　

目
黒　

泰　

（
文
38
）

川
村
敏
明
（
文
40
）　

高
橋
良
光　

（
文
41
）

高
橋
廣
至
（
文
46
）　

藪　

敏
裕　

（
文
51
）

宮
本
義
孝
（
文
32
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
82
号　

平
成
30
年
12
月
3
日
発
行

・「
松
葉
づ
え
の
贈
物
」

○
第
83
号　

平
成
31
年
3
月
23
日
発
行

・
県
支
部
報
第
81
号
補
足

○
第
84
号　

令
和
元
年
6
月
16
日
発
行

・
私
の
東
京
文
学
散
歩
「
野
川
を
行
く
」

○
特
別
号　

令
和
元
年
7
月
21
日
発
行

・
支
部
会
員
の
近
況
報
告

 

○
第
85
号　

令
和
元
年
7
月
30
日
発
行

・
総
会
・
懇
親
会
を
終
え
て

・
佐
藤
平
泉
君
を
悼
む

茨
城
県
支
部

中
洲
先
生
詩
碑
清
掃支

部
長　

沼
田
俊
明

梅
雨
入
り
直
後
の
６
月
９
日
、
茨
城
県

支
部
で
は
、
大
洗
町
に
建
つ
、
三
島
中
洲

先
生
の
「
磯
浜
望
洋
楼
」
詩
碑
周
辺
の
除

草
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
空
の
下
、
午
前

９
時
か
ら
支
部
有
志
４
名
が
、
各
自
用
具

を
持
ち
寄
り
、
詩
碑
周
辺
の
樹
木
の
枝
打

ち
や
除
草
、
碑
前
の
道
路
沿
い
の
生
け
垣

の
刈
り
込
み
な
ど
に
汗
を
流
し
、
午
前
11

時
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
作
業
は
、
昨
年
支
部
と
し
て

初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
今
年
は
人

数
も
若
干
な
が
ら
増
え
、
段
取
り
良
く
短

時
間
の
う
ち
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
か
つ
て
は
、
本
支
部
顧
問
の
二
松

學
舍
大
学
名
誉
教
授
大
地
武
雄
先
生
が
、

こ
の
清
掃
作
業
に
一
人
で
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

大洗町・三島中洲師「磯浜望洋楼」碑前にて

・
40
年
前
の
就
職
状
況

・
松
苓
会
総
会
に
出
席
し
て

・
近
況
報
告

・
八
戸
縣
の
漢
詩
文
そ
の
三　

柴
垣
博
孝
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群
馬
県
支
部

◆
支
部
報
発
行

○
第
48
号　

平
成
31
年
３
月
１
日
発
行

埼
玉
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

青
木
一
弥

平
成
31
年
２
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時

よ
り
、
東
天
紅
大
宮
店
を
会
場
に
、
平
成

30
年
度
埼
玉
県
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
学
よ
り
磯
水
絵
副
学
長
、
松

苓
会
本
部
よ
り
葊
田
克
己
会
長
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
総
数
21
名
で
、
例

年
ど
お
り
賑
わ
い
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。支

部
総
会
で
は
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し

て
磯
副
学
長
並
び
に
葊
田
会
長
か
ら
、
大

学
並
び
に
松
苓
会
に
つ
い
て
の
印
象
深
い

お
話
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
本
年
度
の

総
括
と
次
年
度
に
向
け
た
活
動
案
が
無
事

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
時
に
お

い
て
、
長
年
に
わ
た
り
埼
玉
県
支
部
会
を

牽
引
い
た
だ
い
た
前
支
部
長
町
田
哲
夫
氏

に
松
苓
会
本
部
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

二
部
の
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員
か

ら
近
況
報
告

が
行
わ
れ
、

世
代
を
超
え

た
和
や
か
な

雰
囲
気
の
会

と
な
り
ま
し

た
。
特
に
本

年
度
に
お
い

て
は
、
二
松

學
舍
大
学
で

実
施
さ
れ
た

教
員
免
許
更

新
講
習
の
受

講
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
初
め
て
支
部
会

に
参
加
い
た
だ
い
た
方
や
、
ご
夫
婦
そ
ろ

っ
て
の
参
加
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
つ
な
が

り
の
輪
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
参
加
し
や
す
い
埼
玉
県
支
部
と

し
て
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

母
校
二
松
學
舍
大
学
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
支
部
運
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈
参
加
者
〉

（
来
賓
）

二
松
學
舍
大
学
副
学
長　

磯　
　
水
絵
（
文
41
）

二
松
學
舍
松
苓
会
会
長 

葊
田　

克
己
（
文
38
） 

（
支
部
会
員
）

小
林　

公
雄
（
文
38
）
中
居　

功
一
（
文
39
）

持
田　

賢
一
（
文
40
）
小
林　

隆
子
（
文
40
）

町
田　

哲
夫
（
文
42
）
町
田　

芳
子
（
文
42
）

八
木　

直
也
（
文
42
）
五
十
嵐　

清
（
文
44
）

柴
田　

京
子
（
文
45
）
中
山　

幸
男
（
文
46
）

中
山　

芳
美
（
文
46
）
青
木　

一
弥
（
文
47
）

吉
野
昇
之
助
（
文
47
）
高
砂　

光
延
（
文
48
）

千
葉　
　

昇
（
文
53
）
長
島　

優
香
（
文
54
）

小
西　

明
徳
（
文
60
）
中
山　

大
輔
（
文
77
）

駒
井　

伸
彦
（
文
79
）

さいたま市・「東天紅大宮店」にて

千
葉
県
支
部

◆
支
部
総
会�

副
支
部
長　

前
田
康
晴

令
和
元
年
８
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

よ
り
、「
千
葉
県
文
化
会
館
」
に
て
、
令

和
元
年
度
二
松
學
舍
松
苓
会
千
葉
県
支
部

総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
田
邉
義
博
副
支
部
長
の
開
会

の
辞
か
ら
始
ま
り
、
次
に
、
逝
去
さ
れ
ま

し
た
千
葉
支
部
会
員
の
方
々
を
偲
び
黙
禱

を
い
た
し
ま
し
た
。
辻
将
一
支
部
長
の
挨

拶
・
来
賓
紹
介
に
続
き
、
小
林
政
明
氏
を

議
長
に
選
出
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。
議

事
は
、（
１
）
平
成
30
年
度
活
動
・
決
算

報
告
。
辻
支
部
長
か
ら
の
説
明
。
そ
の

後
、
藤
本
敏
雄
監
査
に
よ
る
監
査
報
告
が

あ
り
、拍
手
を
も
っ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
令
和
元
年
度
活
動
計
画
・
予
算
案
。

辻
支
部
長
か
ら
の
説
明
。
こ
れ
に
対
す
る

質
疑
応
答
の
後
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
葊
田
克
己
松
苓
会
会
長
よ
り
、
辻

氏
の
長
い
間
の
労
苦
や
貢
献
に
対
し
、「
感

謝
状
」
が
贈
ら
れ
、
会
場
よ
り
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。（
３
）新
支
部
長
挨
拶
・

（
４
）
新
役
員
紹
介
。
新
支
部
長
河
野
千

津
子
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
現
段
階
と
し
て
は
ま
だ
全
役
員
の
ポ

ス
ト
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で「
支
部
報
」

に
新
役
員
名
簿
を
掲
載
す
る
こ
と
を
も
っ

て
、
発
表
に
変
え
た
い
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。（
５
）
そ
の
他
。
片
山
聖
英
東

京
都
支
部
幹
事
長
よ
り
「
水
島
涼
太
」
氏

支
部
と
し
て
取
組
む
事
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
平
成
29
年
の
支
部
総
会
に
お
い

て
、
三
島
中
洲
先
生
の
詩
碑
が
話
題
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。
こ
の
支
部
総
会
の

２
週
間
ほ
ど
前
に
、
水
戸
市
で
二
松
學
舍

大
学
名
誉
教
授
石
川
忠
久
先
生
が
講
演
会

を
開
か
れ
、
磯
浜
望
洋
楼
詩
を
大
正
天
皇

の
御
製
の
詩
と
関
連
付
け
て
話
さ
れ
、
講

演
後
大
洗
の
詩
碑
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
報
告
を
受
け
て
、

「
二
松
詩
文
」
第
18
号
に
詩
碑
の
建
碑
由

来
に
つ
い
て
小
神
野
三
男
四
氏
の
寄
稿
が

あ
る
こ
と
や
大
地
先
生
の
清
掃
活
動
が
紹

介
さ
れ
、
支
部
総
会
出
席
者
の
多
く
が
、

詩
碑
の
現
状
に
つ
い
て
は
じ
め
て
知
る
と

こ
ろ
と
成
り
ま
し
た
。そ
こ
で
会
員
か
ら
、

開
学
の
祖
三
島
中
洲
先
生
の
足
跡
が
地
元

に
あ
る
こ
と
を
永
く
伝
え
る
た
め
に
、
詩

碑
の
清
掃
活
動
等
を
支
部
で
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
昨
年
か
ら

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
を
し
な
が
ら
の
四
方
山
話
は
、
総

会
時
と
は
ま
た
違
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面

が
伺
え
、
会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
一
時
で
し
た
。
来
年
以
降
も
さ

ら
に
参
加
者
を
増
や
し
て
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
参
加
者
〉

沼
田
俊
明
（
文
40
）
小
林　

勉　

（
文
41
）

青
山
幸
雄
（
文
49
）
佐
藤
志
津
雄
（
文
51
）　

・
支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て　

髙
栁　

薫

・
支
部
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り　

小
石
さ
ち
子

・
平
成
31
年
度
総
会
・
新
年
会
開
催

・
寄
せ
ら
れ
た
近
況
報
告

・
東
京
支
部
総
会
に
参
加
し
て

・
第
7
・
8
回
群
馬
松
苓
会
書
展
報
告

・
文
学
散
歩　

朔
太
郎
の
再
発
見
と
浦
野

先
生
の
墓
参

・
支
部
活
動
活
性
化
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
に
つ
い
て
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東
京
都
支
部

◆
支
部
総
会　
　

 

支
部
長　

矢
澤
喜
成

令
和
元
年
７

月
27
日（
土
）

二
松
學
舍
大

学
九
段
１
号

館○
総
会　

1

号
館
802
教
室

講
演
会
（
中

洲
記
念
講

堂
）、
懇
親

会
（
13
階
ラ

ウ
ン
ジ
）は
、

東
京
都
・
神

奈
川
県
・
千
葉
県
支
部
共
催
、
埼
玉
県
支

部
賛
助
で
開
催　
（
内
容
は
後
掲
）

◯
講
演
会

１
学
生
ク
ラ
ブ
活
動
実
演　

落
語
研
究
会

２
講
演　

講
師　

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
夏
目
漱

石
特
別
教
授

〈
参
加
者
〉　

東
京
都
支
部　

27
名

渡
辺
和
則
元
学
長
（
特
別
会
員
）

葊
田
克
己
松
苓
会
会
長
（
文
38
）

家
永
修
松
苓
会
副
会
長
（
文
44
）

平
野
光
治
神
奈
川
県
支
部
長
（
文
40
）

辻
将
一
千
葉
県
支
部
長
（
文
45
）

青
木
一
弥
埼
玉
県
支
部
長
（
文
47
）

髙
栁
薫
群
馬
県
支
部
長
（
文
47
）

畠
山
幸
治
（
文
37
）
生
垣
し
げ
子
（
文
38
）

西
谷
道
郎
（
文
41
）
星
野
優
子　

（
文
42
）

浅
野
進
太
（
文
42
）
大
山
由
美
子
（
文
47
）

神
河
秀
春
（
文
47
）
髙
栁
幸
雄　

（
文
49
）

村
井
英
子
（
文
49
）
大
渕
俊
明　

（
文
50
）

片
山
聖
英
（
文
50
）
矢
澤
喜
成　

（
文
50
）

髙
橋
映
子
（
文
53
）
山
口
洋
子　

（
文
54
）

坂
口
和
香
（
文
54
）
立
石
英
記　

（
文
58
）

中
原
敬
二
（
文
62
）
渡
辺
大
雄　

（
文
65
）

山
田
桃
子
（
文
66
）
水
島
涼
太　

（
俳
優
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
66
号　

令
和
元
年
９
月
１
日
発
行

・
鈴
木
了
三
先
生
の
ネ
ク
タ
イ
・
ピ
ン

			




　

  

矢
澤
喜
成

・
歴
史
文
学
散
歩
参
加
者
募
集

　
　

幕
末
明
治
の
日
暮
の
里　

片
山
聖
英

・
令
和
元
年
度
支
部
総
会
開
催

・
関
東
三
支
部
合
同
記
念
講
演
会
実
施

・
千
葉
県
支
部
総
会
に
参
加
し
て

・
山
田
方
谷
記
念
館
開
館　
　

山
田　

敦

・
山
田
方
谷
記
念
館
開
館
に
際
し
て

大学九段１号館「中洲記念講堂」にて

の
紹
介
。
内
容

は
、
略
歴
・
こ
れ

ま
で
の
活
躍
（
真

田
太
平
記
・
炎
立

つ
・
取
調
室
・
義

経
・
水
戸
黄
門
な

ど
の
作
品
に
出

演
）、
こ
れ
か
ら

公
演
さ
れ
る
「
風

よ　

柳
よ　

夕

焼
け
よ
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
記
念
講
演

記
念
講
演
と
し
て
九
十
九
里
郷
土
研
究

会
副
会
長
齊
藤
功
氏
（
本
学
科
目
等
履
修

生
）
よ
り
、「
上
総
九
十
九
里
浜
来
遊
の

文
化
人
―
中
西
月
華
と
向
上
会
と
片
貝
海

水
浴
場
を
中
心
に
―
」
と
題
し
、
約
１
時

間
程
度
の
お
話
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
を
こ
こ
に
ま
と
め
ま
す
。「
１
、
初
め

に
代
え
て
」。
辻
支
部
長
と
の
出
会
や
、

中
西
三
郎
氏
（
中
西
月
華
の
三
男
）、
恩

師
佐
久
間
峻
齋
氏（
本
学
昭
和
８
年
入
学
）

と
の
こ
と
な
ど
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

始
ま
り
ま
し
た
。「
２
、
中
西
月
華
と
向

上
会
」。
九
十
九
里
の
中
央
、
山
武
郡
片

貝
町
（
現
、
九
十
九
里
町
）
と
そ
の
周
辺

で
取
り
組
ま
れ
た
文
化
・
文
芸
運
動
、
町

お
こ
し
運
動
の
中
心
に
い
た
の
が
中
西
月

華
（
本
名
忠
吉
、明
治
6
年
～
昭
和
26
年
）

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
運
動
の
た
め
の
有
志

文
化
団
体
が
「
向
上
会
」
で
あ
る
こ
と
、

「
向
上
会
」
に
よ
っ
て
、
九
十
九
里
浜
の

片
貝
は
有
名
な
海
水
浴
場
と
な
り
多
く
の

文
化
人
が
来
遊
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

略
歴
に
つ
い
て
は
薬
剤
商
を
営
ん
で
い
た

こ
と
や
、
原
安
民
に
よ
っ
て
文
学
的
素

養
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。

「
３
、
来
遊
の
文
化
人
」。
来
遊
の
人
々
を

大
き
く
四
分
類
し
て
示
し
ま
し
た
。
一
、

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
人
々
。
二
、
国
民
新

聞
社
関
係
の
人
。
三
、
早
稲
田
大
学
関
係

の
人
々
。
四
、
作
家
・
俳
人
・
画
家
の

人
々
。
五
（
付
記
）
戦
後
、
で
す
。「
４
、

お
わ
り
に
代
え
て
（
佐
久
間
峻
齋
先
生
の

こ
と
）」。
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
の
片

貝
村
（
町
）
は
、
中
西
月
華
を
中
心
と
す

る
「
向
上
会
」
の
人
々
や
こ
こ
に
居
住
し

た
来
遊
の
文
化
人
に
よ
っ
て
、
こ
の
名
は

知
れ
渡
っ
た
と
結
論
付
け
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
後
、
午
後
４
時
よ
り
、「
喫

茶
ボ
ン
ヴ
ィ
ル
」
に
て
、
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

〈
参
加
者
〉

（
来
賓
）

松
苓
会
会
長　
　
　
　

葊
田
克
己
（
文
38
）

東
京
都
支
部
長　
　
　

矢
澤
喜
成
（
文
50
）

東
京
都
支
部
幹
事
長　

片
山
聖
英
（
文
50
）

東
京
都
支
部
幹
事　
　

渡
辺
大
雄
（
文
65
）

神
奈
川
県
副
支
部
長　

小
林
孝
彰
（
文
38
）

（
講
師
）

九
十
九
里
郷
土
研
究
会
副
会
長　

齊
藤
功

（
支
部
会
員
）

辻　

将
一　

（
文
45
）
田
邉
義
博
（
文
46
）

河
野
千
津
子
（
文
49
）
前
田
康
晴
（
文
49
）

藤
本
敏
雄　

（
文
40
）
竹
内
恵
子
（
文
34
）

小
林
政
明　

（
文
39
）
廣
川　

實
（
文
40
）

行
木
康
夫　

（
文
44
）
小
林
憲
二
（
文
38
）

龍
崎
正
徳　

（
文
44
）
小
金
澤
豊
（
文
50
）

市
原
智
浩　

（
文
53
）
荒
岡
拓
磨
（
文
78
）

武
藤
冴
季
子
（
文
79
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
23
号　

平
成
31
年
3
月
1
日
発
行

・「
有
終
の
美
を
」　　
　

辻　

将
一

・
愚
魯
の
戯
言　
　
　
　

藤
本
敏
雄

・
千
葉
県
支
部
総
会
報
告

・
松
苓
会
千
葉
県
支
部
の
歩
み

◆
東
京
都
支
部
・
千
葉
県
支
部
・
神
奈
川

県
支
部
共
催
及
び
埼
玉
県
支
部
賛
助
に
よ

る
講
演
会
、
懇
親
会
開
催

神
奈
川
県
支
部
長　

平
野
光
治

令
和
元
年
７
月
27
日
（
土
）、
二
松
學

舍
大
学
九
段
１
号
館
に
て
講
演
会
、
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
洲
記
念
講
堂
に
於
け
る
講
演
会
１
で

は
落
語
研
究
会
の
学
生
３
名
に
落
語
を
ご

千葉市・「千葉県文化会館」にて
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れ
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
と
し
て
、江
藤
茂
博
学
長
、

持
田
賢
一
松
苓
会
副
会
長
を
お
迎
え
し
、

関
保
典
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
県
内

同
窓
9
名
を
含
む
11
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

総
会
で
は
平
成
30
年
度
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
監
査
報
告
、
さ
ら
に
令
和
元
年

度
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
支
部
会
の
体
制
や
、
総
会
の
開
催

方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
会
へ
の
参
加
者
を

増
や
す
た
め
に
も
、
総
会
出
欠
返
信
ハ
ガ

キ
の
活
用
や
、
各
地
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
を

た
て
る
案
な
ど
、
今
後
取
り
組
め
る
策
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
、江
藤
茂
博
学
長
よ
り「
小

説
を
読
む
方
法　

20
世
紀
の
文
学
表
現
と

方
法
論
」
と
題
し
て
お
話
を
賜
り
ま
し

た
。
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
村
上
春
樹

「
１
９
７
３

年
の
ピ
ン
ボ

ー
ル
」
魯
迅

「
藤
野
先
生
」

を
題
材
に
、

60
年
代
70
年

代
か
ら
80
年

代
へ
か
け
て

の
文
学
研
究

の
在
り
方
、

時
代
や
立
場

に
よ
る
読
み

方
の
違
い
を

長
野
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　
　

幹
事　

石
川
麻
貴

平
成
30
年
度
長
野
県
支
部
総
会
が
、
去

る
7
月
27
日（
土
）に
ホ
テ
ル
信
濃
路（
長

野
市
中
御
所
岡
田
町
）
に
お
い
て
開
催
さ

披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
個
性

を
生
か
し
た
演
目
披
露
で
会
場
が
笑
い
の

渦
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
会
２
で
は
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
夏
目
漱
石
特
別
教
授
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム『
夢

十
夜　

第
三
夜
』
の
朗
読
講
演
で
し
た
。

【
ご
挨
拶
と
自
己
紹
介
】
で
は
季
節
柄
ウ

ナ
ギ
に
関
す
る
正
岡
子
規
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
紹
介
と
学
生
時
代
の
様
子
、
経
歴
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
に
よ
る

漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
誕
生
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
撮
影
も
行
わ
れ
、
思
い
出
深
い

講
演
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
、
志
村 

孝
二
松
學
舍
大
学
総

務
・
人
事
部
長
、
越
後
屋
か
お
り
広
報
課

係
長
、
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
研
究
会
や
学

生
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。13

階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
の
懇
親
会
に
は
多

く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
生
の

皆
様
の
参
加
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
演
会
前

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
東
京
都
支
部
総
会
や

神
奈
川
県
支
部
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会

へ
の
会
員
の
総
参
加
者
は
53
名
で
し
た
。

今
回
の
講
演
会
並
び
に
懇
親
会
開
催
が

実
現
で
き
ま
し
た
の
は
、
矢
澤
喜
成
東
京

都
支
部
長
、
辻
将
一
千
葉
県
支
部
長
、
青

木
一
弥
埼
玉
県
支
部
長
、
髙
栁
薫
群
馬
県

支
部
長
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
支
部
交
流

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
お

付
き
合
い
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
参
加
者
〉　

東
京
都
支
部
27
名　

神
奈
川
県
支
部　

15

名　

千
葉
県
支
部　

９
名　

埼
玉
県
支
部

２
名　

総
計　

53
名

神
奈
川
県
支
部

◆
支
部
総
会　
　

支
部
長　

平
野
光
治

令
和
元
年
７
月
27
日
（
土
）

○
総
会　

大
学
九
段
１
号
館
808
教
室

○
講
演
会
・
懇
親
会
は
、
東
京
支
部
の
項

を
参
照

◆
支
部
報
発
行

○
第
38
号　

平
成
30
年
12
月
25
日
発
行

・
第
41
回
支
部
定
期
総
会
報
告

・
平
成
30
年

賀
詞
交
歓

会
報
告

・
文
学
歴
史

探
訪
実
施

に
つ
い
て

・
加
藤
常
賢

先
生
の
卓

上
ベ
ル

　

山
崎
正
伸

・
会
員
の
近

況

大学九段１号館にて

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
現
代
の
若
者
の
感
覚
で
読
む

「
羅
生
門
」
の
読
み
方
は
目
か
ら
う
ろ
こ

で
し
た
。
牢
の
中
で
の
下
人
は
所
謂
ア
バ

タ
―
の
感
覚
、
違
う
空
間
で
は
違
う
人
格

を
演
じ
る
、
と
い
う
視
点
で
読
む
と
い
う

も
の
で
す
。

ま
た
村
上
春
樹
作
品
に
お
い
て
も
、
複

数
の
世
界
が
同
時
進
行
す
る
世
界
を
描

き
、
そ
れ
が
世
界
中
で
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
20
世
紀
の
文
学
は
様
々
な
世

界
が
並
列
化
さ
れ
、
自
我
同
一
性
で
は
な

い
表
現
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
。
個

人
的
に
は
難
解
だ
っ
た
村
上
春
樹
作
品
の

理
解
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。文

学
の
方
法
論
、
研
究
、
作
品
も
時
代

ご
と
に
変
わ
っ
て
い
き
、
ま
た
そ
の
時
代

と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
大
学
で

は
学
生
に
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
国

際
化
も
図
り
な
が
ら
二
松
學
舍
大
学
の
知

名
度
も
上
げ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
、
と
の
頼
も
し
い
話
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
大
変
興
味
深
い
ご
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
は
、
例
年
よ
り
も
参

加
者
も
多
く
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
各
方
面
で
ご
活
躍
の
出
席
者
の
近
況

報
告
や
学
生
時
代
の
思
い
出
話
、
や
は
り

今
後
の
支
部
会
の
在
り
方
な
ど
に
話
は
及

び
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
も
な
り
ま

し
た
。
二
次
会
は
場
所
を
移
し
て
行
い
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
来
年
の
再
会
を

約
束
し
、無
事
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
並
び
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

長野市「ホテル信濃路」にて
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近
畿
連
絡
協
議
会

第
71
回
「
松
苓
近
畿
」
の
総
会
開
く

事
務
局
長　

齋
藤　

衛

昨
年
の
創
設
70
周
年
記
念
総
会
か
ら
、

従
前
の
新
年
互
礼
会
を
兼
ね
て
の
総
会
日

を
、「
近
畿
支
部
」
を
創
設
し
た
８
月
15

日
を
基
因
と
す
る
総
会
日
に
改
め
て
２
度

目
の
総
会
開
催
と
な
る
。
今
年
は
全
国
的

に
異
常
な
高
温
な
日
々
に
包
ま
れ
、
総
会

日
の
８
月
10
日
は
カ
ン
カ
ン
照
り
が
近

畿
一
円
を
覆

い
、
気
温
は

38
度
と
の
盛

夏
。71

年
前
、

松
苓
会
の
地

方
支
部
「
近

畿
支
部
」
が

創
設
さ
れ
た

昭
和
23
年
８

月
15
日
に
専

門
学
校
１
期

の
先
輩
か
ら

呼
び
か
け
が
流
れ
た
。
集
ま
っ
た
同
窓
は

11
名
。
今
、
連
絡
協
議
会
代
表
の
任
に
あ

る
末
吉
先
輩
が
26
歳
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

午
後
２
時
開
会
。
出
席
者
は
７
名
。
地

区
別
に
三
重
２
名
（
小
川
・
加
藤
）
大
阪

２
名
（
世
古
・
齋
藤
）
兵
庫
１
名
（
武
内
）

奈
良
１
名
（
末
吉
）
和
歌
山
１
名
（
明
治
）

京
都
０
名
、
滋
賀
０
名
。
意
見
交
流
の
中

で
次
の
２
点
に
つ
い
て
審
議
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
る
。

近
畿
は
自
助
努
力
と
し
て
年
会
費
を

２
０
０
０
円
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
相

応
す
る
事
業
が
な
く
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は「
松
苓
近
畿
」

の
組
織
が
存
在
す
る
限
り
は
協
力
し
て
も

ら
う
方
向
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。（
多

数
賛
成
）

近
畿
連
絡
協
議
会
の
代
表
の
後
任
に
つ

い
て
、
一
段
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
の

で
、
引
き
続
き
任
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。（
全
員
賛
成
）
ご
本
人
の
続
投
の

意
志
を
頂
く
。

大阪市「鳥よし本店」にて

福
岡
県
支
部

◆
支
部
総
会	

　

支
部
長　

永
淵
道
彦

令
和
元
年

８
月
25
日

（
日
）
福
岡

県
支
部
は
、

午
後
１
時
～

４
時
半
、
定

例
支
部
会
を

筑
紫
野
市
二

日
市
中
央
３

丁
目
の
福
岡

二
日
市
文
学

館
セ
ミ
ナ
ー

室
で
行
い
ま
し
た
。
県
私
学
祭
、
勤
務
校

行
事
な
ど
重
な
り
、
阿
部
誠
文
（
文
36
）、

正
生
英
彦
（
文
48
）、井
科
洋
美
（
文
58
）、

永
淵
道
彦
（
文
36
）
の
僅
少
の
出
席
と
な

り
ま
し
た
。

老
舗
「
花
源
」
弁
当
を
食
し
つ
つ
支
部

長
か
ら
の
本
部
総
会
の
報
告
に
続
き
、
支

部
現
状
の
話
合
い
や
、
個
々
人
の
和
気
あ

い
あ
い
の
近
況
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

悪
天
候
の
た
め
、
新
元
号
〈
令
和
〉
ゆ

か
り
の
大
宰
府
・
坂
本
八
幡
宮
参
拝
は
取

り
や
め
、
替
わ
り
の
締
め
括
り
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
新
年
号
提
案
者
と
報
じ
ら
れ
る
国

文
学
者
・
中
西
進
先
生
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

大
分
県
支
部

た
皆
様
に
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

〈
参
加
者
〉

（
来
賓
）

江
藤
茂
博
二
松
學
舍
大
学
学
長

持
田
賢
一
二
松
學
舍
松
苓
会
副
会
長

（
支
部
会
員
）

関　

保
典　

（
文
35
）
上
原
克
善
（
文
39
）

山
上
和
夫　

（
文
40
）
清
水　

登
（
文
42
）

大
工
原
明
人
（
文
42
）
柳
町
公
一
（
文
49
）

江
村
春
彦　

（
文
57
）
北
野
里
見
（
文
57
）

石
川
麻
貴　

（
文
71
）

◆
支
部
報
発
行

○
第
30
号　

令
和
元
年
6
月
26
日
発
行

・
い
ま
こ
そ　

東
洋
学
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

保
典

・
１
９
９
０
年
代
以
降
の
日
本
政
治　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
和
基

・
校
友
ニ
ュ
ー
ス

・
軽
井
沢
・
追
分
宿
を
巡
る

・
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

・
令
和
元
年
度
大
学
入
学
試
験
結
果

◆
支
部
総
会　

支
部
長　

甲
斐
啓
一
郎

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
８
月
24
日

（
土
）、
定
刻
よ
り
若
干
遅
れ
て
午
後
５
時

50
分
よ
り
大
分
市
府
内
町
の
『
郷
土
料
理

所
こ
つ
こ
つ
庵
』
に
て
松
苓
会
大
分
県
支

部
総
会
を
開
催
し
た
。

松
苓
会
本
部
よ
り
小
林
公
雄
幹
事
長
の

ご
来
臨
を
賜
り
、
参
加
者
は
昨
年
よ
り
１

名
増
え
て
８
名
。

小
林
幹
事
長
は
挨
拶
の
中
で
『
基
本
問

題
検
討
委
員
会
答
申
（
最
終
答
申
）』
の

資
料
を
配
布
な
さ
り
、
松
苓
会
の
あ
り
方

や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
。
在
学
中

か
ら
学
生
会
員
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
や
、
松
苓
会
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
全
学

懇
親
会
は
世
古
監
事
の
発
声
で
乾
杯

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
気
づ
き
発
言

を
捉
え
議
論
に
花
が
咲
く
。

午
後
５
時
、
兵
庫
県
支
部
長
武
内
氏
の

閉
会
の
言
葉
で
71
回
の
総
会
を
閉
じ
る
。

（
８
月
放
映
の
テ
レ
ビ
録
画
）
を
観
て
、

散
会
し
ま
し
た
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
16
号　

平
成
30
年
8
月
6
日
発
行

・
松
苓
会
本
部
定
期
総
会
の
報
告

・
二
松
學
舍
創
立
140
周
年
記
念
式
典
挙
行

・
陽
明
学
寸
考

・
回
想
・
魚
づ
く
し　
　
　
　

大
蔵
ほ
う

・
平
成
30
年
度
支
部
定
期
総
会
ご
案
内

○
第
17
号　

令
和
元
年
8
月
5
日
発
行

・
二
松
學
舍
松
苓
会
定
例
総
会
の
報
告

・
葊
田
克
己
会
長
、
二
期
目
へ

・
江
藤
茂
博
教
授
、
学
長
に
就
任

・
中
国
と
私　
　
　
　
　

田
中
八
重
子

・
折
尾
神
楽
「
夏
越
し
祭
」　

阿
部
誠
文

・
本
年
度
（
令
和
元
年
度
）
支
部
定
例
会

ご
案
内

筑紫野市・福岡二日市文学館にて
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同
期
会
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

生
に
配
布
し

て
同
窓
会
組

織
の
松
苓
会

の
周
知
に
努

め
て
い
る
こ

と
を
お
話
し

に
な
っ
た
。

ま
た
小
林

幹
事
長
か
ら

大
分
県
支
部

は
毎
年
支
部

総
会
を
開
催

し
て
い
て
、

活
動
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
過
分
な
る
お

言
葉
を
頂
戴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平

成
22
年
の
卒
業
生
以
降
、
残
念
な
が
ら
大

分
県
か
ら
入
学
す
る
者
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
。
卒
業
生
の
現
役
教
員
も
い
る
も
の

の
支
部
総
会
に
は
殆
ど
欠
席
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
出
席
人
数
は
い
っ
こ
う
に
増
え

ず
、
出
席
す
る
メ
ン
バ
ー
は
顔
ぶ
れ
が
固

定
化
し
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
。
以
上
の
こ
と
か
ら
支
部
の

存
続
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

出
席
者
の
近
況
報
告
で
は
98
歳
の
平
野

氏
の
健
康
の
秘
訣
は
毎
日
７
０
０
０
歩
の

散
歩
と
い
う
話
や
、
そ
れ
と
は
逆
に
体
の

あ
ち
こ
ち
が
支
障
を
来
た
し
て
い
る
と
い

う
話
や
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て

の
『
知
床
旅
情
』
合
唱
、
大
学
在
学
中
の

日
課
表
は
教
員
養
成
課
程
の
た
め
か
、
ぎ

っ
ち
り
講
義
が
入
っ
て
い
た
思
い
出
な
ど

な
ど
、
話
は
尽
き
ず
、
２
時
間
を
超
え
て

時
間
が
足
り
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。

最
後
は
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
畔
津

氏
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
。
来
年
８
月
22
日

開
催
の
支
部
総
会
で
の
再
会
を
約
束
し
て

無
事
お
開
き
と
な
っ
た
。

〈
参
加
者
〉

小
林
公
雄
幹
事
長
（
文
38
）
平
野
芳
彦
（
専
14
）

畔
津
真
智
子
（
文
34
）
是
本
信
義
（
特
別
会
員
）

富
藤
馨
信
（
文
43
）
中
井
智
賀
子
（
文
44
）

中
井
則
夫
（
文
47
）
甲
斐
啓
一
郎
（
文
52
）

大分市「こつこつ庵」にて

同
期
会
、
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

松
苓
会
で
は
、
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

の
開
催
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
同
期
会
、

ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
等
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
を
開
催
す
る
場
合
は
、
松
苓
会
本
部
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
申
請
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
助
成
額
は
１
万
円
。

助
成
対
象
は
、
原
則
と
し
て
10
人
以
上

参
加
。
開
催
の
た
め
の
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

近
年
開
催
し
た
事
例

・
創
部
50
周
年
式
典
（
中
国
語
文
研
究
会
）

・
レ
ー
シ
ン
グ
ス
キ
ー
サ
ー
ク
ル
Ｖ
Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｌ
創
設
20
周
年
記
念
祝
賀
会

・
秀
葉
会
（
38
回
卒
同
期
会
）
懇
親
会

・
貴
志
ゼ
ミ
3
期
生
同
窓
会

・
回
を
重
ね
て
42
回
目
（
文
27
回
卒
）

・
昭
和
56
年
度
入
学
Ｄ
組
同
窓
会

・
青
山
忠
一
先
生
ゼ
ミ
卒
業
生
の
会

・
36
回
生
同
期
会

・
軽
音
楽
部
同
窓
会

・
空
手
部
躰
道
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

・
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
同
窓
会

・
山
崎
正
伸
ゼ
ミ
同
窓
会

・
緑
友
会
（
旧
松
吟
会
）
の
集
い

・
55
期
生
書
道
部
同
期
会

・
雨
海
博
洋
先
生
を
囲
む
会

・
狂
言
研
究
会
同
窓
会

・
51
年
目
の
同
期
会
（
文
35
回
卒
同
期
会
）

・
田
中
伸
先
生
ゼ
ミ
総
会

・
松
岡
ゼ
ミ
（
経
営
学
）
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

な
ど

松
尾
勝
郎
先
生
の
米
寿
を
祝
っ
て

齋
藤
浩
司
（
文
53
）

令
和
元
年
8
月
31
日
（
土
）、
九
段
下

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
萬
寿
苑
に
て
、

松
尾
勝
郎
ゼ
ミ
（
近
世
文
学
）
第
33
回
卒

同
期
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会

は
卒
業
後
毎
年
、
８
月
最
終
土
曜
に
神
楽

坂
付
近
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
で
34

回
を
数
え
ま
す
。

参
加
は
松
尾
先
生
、
ゼ
ミ
生
、
ゼ
ミ
生

の
子
女
総
勢
13
名
で
、
和
や
か
に
過
ご
し

ま
し
た
。

東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
茨
城
、
長
野

か
ら
参
集
し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
松
尾
勝
郎
先
生
の
米
寿

の
お
祝
い
で
す
。
会
の
ス
タ
ー
ト
は
、
恒
例

で
あ
る
ゼ
ミ
長
の
神
崎
君
挨
拶
。
乾
杯
。
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
を
い
た
し
ま

し
た
。

米
寿
の
お
祝
い
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
在

学
当
時
の
写
真
集
（
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
）、

寄
せ
書
き
を
し
た
色
紙
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。当

時
の
写

真
を
見
な
が

ら
、
学
生
時

代
の
懐
か
し

い
エ
ピ
ソ
ー

ド（
事
件
？
）

の
披
露
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家

族
の
近
況
を

報
告
す
る
な

ど
、
話
は
尽

き
ま
せ
ん
で

し
た
。

松
尾
先
生

の
威
勢
の
よ
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
ス
ピ
ー

チ
を
聞
き
な
が
ら
、
先
生
の
ご
長
寿
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。

さ
て
、
二
次
会
は
、
懐
か
し
い
飯
田
橋

界
隈
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
神
楽
坂
へ
。
35
年

前
か
ら
通
っ
た
居
酒
屋
の
跡
に
あ
る
店
で

引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
あ
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
も
の
。
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
会
当
日
は
出
光
美
術
館
で
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す「
奥
の
細
道
330
年
芭
蕉
」

展
の
初
日
と
い
う
こ
と
で
、
ゼ
ミ
生
一
同

で
見
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
先
生
を
囲
ん
で
研
修
と
懇
親

を
重
ね
元
気
に
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ホテルグランドパレス「萬寿苑」にて
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大
学
だ
よ
り

本
学
卒
業
高
等
学
校
長
と
の
懇
談
会

を
開
催

５
月
22
日
（
水
）
に
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
瑞
麟
」
に
て
、

現
職
の
高
等
学
校
長
で
あ
る
卒
業
生
の

方
々
と
大
学
教
職
員
と
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
た
。
法
人
か
ら
は
五
十
嵐
清
常
任
理

事
（
文
44
）、
大
学
か
ら
は
福
島
一
浩
副

学
長
（
文
学
部
教
授
）、
教
職
課
程
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
田
村
幸
子
セ
ン
タ
ー
長
（
教

授
）、若
井
田
正
文
教
授
、岡
田
哲
也
教
授
、

安
田
一
夫
教
授
が
参
加
、
総
勢
17
名
で
の

開
会
と
な
っ
た
。

懇
談
会
は
五
十
嵐
常
任
理
事
の
乾
杯
で

和
や
か
に
始
ま
っ
た
。
最
近
の
教
育
現
場

で
の
取
り
組
み
や
、
卒
業
生
な
ら
で
は
の

学
生
時
代
の
思
い
出
話
な
ど
も
あ
り
、
大

変
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

各
県
の
教
員
の
会
総
会
開
催

今
年
度
開
催
さ
れ
た
教
員
の
会
総
会
・

講
演
会
等
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
。

○
神
奈
川
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
17
日
（
土
）

場
所　

二
松
学
舎
大
学
九
段
１
号
館

議
事

①
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

②
会
則
改
正

③
令
和
元
年
度
会
長
選
任
・
役
員
選
任

④
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案

講
演
会

「
こ
と
ば
の
実
態
と
規
範
―
国
語
科
教
育

の
担
う
も
の
―
」

講
師　

島
田
泰
子
教
授

総
会
で
は
新
会
長
に
布
川
勝
也
氏
（
文

51
）
が
選
任
さ
れ
、井
坂
秀
一
前
会
長
（
文

50
）
か
ら
運
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
。総

会
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

松
苓
会
か
ら
は
来
賓
と
し
て
平
野
光
治
神

奈
川
県
支
部
長
（
文
40
）
に
ご
出
席
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
出
席
し
た
学
生
の
中
に

は
今
年
度
実
施
の
神
奈
川
県
公
立
学
校
教

員
採
用
候
補
者
選
考
試
験
の
第
一
次
試
験

に
合
格
し
た
者
も
お
り
、
積
極
的
に
諸

先
輩
か

ら
の
ア

ド
バ
イ

ス
を
受

け
、
教

員
に
な

る
と
い

う
目
標

が
よ
り

明
確
に

な
っ
た

よ
う
だ

っ
た
。

○
埼
玉
県
教
員
の
会
・
千
葉
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
20
日
（
火
）

場
所　

二
松
学
舎
大
学
九
段
１
号
館

議
事
（
埼
玉
県
教
員
の
会
）

①
令
和
元
年
度
役
員
の
選
出

②
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

議
事
（
千
葉
県
教
員
の
会
）

①
会
長
並
び
に
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

②
来
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

講
演
会

「
現
代
に
つ
な
が
る
万
葉
集
の
魅
力
の

数
々
―
こ
と
ば
（
裏
側
に
広
が
る
世
界

観
）・
五
七
調
（
リ
ズ
ム
）・
歌
と
舞
（
ボ

ー
カ
ル
と
ダ
ン
ス
）・
元
号
令
和
（
グ
ロ

ー
バ
ル
と
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
オ
リ
ジ
ナ
ル
）」

講
師　

塩
沢
一
平
教
授

今
年
度
は
埼
玉
県
教
員
の
会
・
千
葉
県

教
員
の
会
を
同
日
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で

総
会
を
開
催
し
た
後
、
講
演
会
と
懇
親
会

は
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

埼
玉
県
教
員
の
会
の
総
会
で
は
新
会
長

に
小
川
伸
一
氏
（
文
51
）
が
選
任
さ
れ
堂

本
隆
春
前
会
長
（
文
49
）
か
ら
運
営
を
引

き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

総
会
及
び
懇
親
会
に
は
松
苓
会
か
ら
来

賓
と
し
て
青
木
一
弥
埼
玉
県
支
部
長
（
文

47
）
と
河
野
千
津
子
千
葉
県
支
部
長
（
文

49
）
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。
埼
玉
県
教

員
の
会
・
千
葉
県
教
員
の
会
合
同
で
開
催

し
た
こ
と
で
両
県
の
卒
業
生
現
職
教
員
の

懇
親
も
深
ま
り
、貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

○
茨
城
県
教
員
の
会

開
催
日　

８
月
22
日
（
木
）

場
所　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

議
事

①
教
員
の
会
活
動
経
過
報
告

②
平
成
30
年
度
会
計
報
告
並
び
に
令
和
元

年
度
活
動
計
画

③
役
員
補
充
に
つ
い
て

国
語
（
古
典
）
講
習
会

「
現
代
に
つ
な
が
る
万
葉
集
の
魅
力
の

数
々
―
こ
と
ば
（
裏
側
に
広
が
る
世
界

観
）・
五
七
調
（
リ
ズ
ム
）・
歌
と
舞
（
ボ

ー
カ
ル
と
ダ
ン
ス
）・
元
号
令
和
（
グ
ロ

ー
バ
ル
と
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
オ
リ
ジ
ナ
ル
）」

講
師　

塩
沢
一
平
教
授

毎
年
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
と
水
戸
市

教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
開
催
し
て
い

る
国
語
（
古
典
）
講
習
会
に
あ
わ
せ
て
総

会
を
開
催
し
て
い
る
。

講
演
会
で
は
、
本
学
卒
業
生
だ
け
で
は

な
く
茨
城
県
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の

国
語
科
の
教
員
を
中
心
に
、
一
般
の
方
々

も
多
数
来
場
し
80
名
を
超
え
、
盛
会
と
な

っ
た
。

総
会
後
に
開
催
し
た
情
報
交
換
会
で
は

卒
業
生
現
職
教
員
か
ら
の
各
自
の
活
動
に

つ
い
て
等
の
近
況
報
告
や
、
数
日
後
に
茨

城
県
公
立
学
校
教
員
選
考
試
験
の
第
二
次

試
験
を
控
え
た
学
生
等
へ
の
激
励
の
言
葉

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　　
　
　
　
（
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
）　

神奈川県教員の会懇親会

国語（古典）講習会　水戸市にて
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る
。
開
設
3
年
目
と
な
る
現
在
で
は
、
浙

江
省
及
び
河
南
省
の
合
計
８
大
学
（
浙
江

工
商
大
学
、
嘉
興
学
院
、
浙
江
越
秀
外
国

語
学
院
、
浙
江
外
国
語
学
院
、
浙
江
農
林

大
学
、
河
南
大
学
、
浙
江
財
経
大
学
、
浙

江
寧
波
理
工
学
院
）ま
で
協
定
を
拡
大
し
、

中
国
か
ら
の
意
欲
あ
る
留
学
生
の
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
て
い
る
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
留
学
生
の
日
本

語
能
力
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
、「
初
級
」「
中

級
」「
上
級
」
の
ク
ラ
ス
に
分
け
、
初
級
・

中
級
ク
ラ
ス
で
は
主
に
日
本
語
と
日
本
文

化
に
関
す
る
授
業
を
受
講
、
上
級
ク
ラ
ス

で
は
日
本
人
の
学
部
学
生
に
交
じ
っ
て
専

攻
科
目
等
を
履
修
で
き
る
。
ま
た
、
授
業

科
目
を
受
講
す
る
ほ
か
、
近
隣
の
名
所
旧

跡
や
博
物
館
等
の
見
学
な
ど
、
日
本
文
化

の
実
地
体
験
等
も
含
め
て
総
合
的
な
日
本

文
化
の
理
解
も
図
ら
れ
る
。

地
域
連
携
事
業
と
公
開
講
座

平
成
28
年
に
柏
事
務
部
に
地
域
連
携
室

を
設
置
し
た
。
柏
市
と
の
包
括
協
定
に
基

づ
い
て
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
の
開
放
、
図

書
館
で
の
所
蔵
資
料
の
公
開
や
企
画
展
、

講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
近
隣
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
（
文
学
・
論
語
・

経
済
等
）
や
柏
市
内
小
学
校
に
書
道
等
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
柏
市
教
育
委

員
会
と
の
共
催
に
よ
る
各
種
講
演
会
（
文

学
・
歴
史
等
）
及
び
教
員
対
象
研
修
会
な

ど
を
実
施
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学

と
し
て
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

公
開
講
座
（
生
涯
学
習
講
座
）
は
、年
々

そ
の
規
模
を
拡
大
、
平
成
28
年
度
か
ら
は

春
・
秋
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
導
入
し
て
講
座

数
を
増
や
し
、
現
在
約
60
講
座
を
開
講
し

て
い
る
。
受
講
者
数
も
以
前
に
比
べ
大
幅

に
増
加
し
、
当
初
は
約
400
名
だ
っ
た
受
講

生
も
平
成
30
年
度
に
は
約
１
７
０
０
名
を

数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
講
座
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
と
し
て
は
、
国
文
学
、
中
国
文
学
、

書
道
、
語
学
、
芸
能
演
劇
、
教
養
、
国
際

関
係
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
幅
広
い
分
野

の
も
の
を
開
講
。
受
講
生
に
は
リ
ピ
ー
タ

ー
も
多
く
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
「
生

涯
学
習
の
場
」
と
し
て
近
年
定
着
し
て
き

て
い
る
。

こ
の
他
、
平
成
30
年
度
に
は
産
学
連
携

室
を
設
置
し
、
本
学
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
派
遣
等
、
民
間
企
業
と
の
連
携
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
学
部
の
正
課
教
育
の
ほ
か
、
課
外

活
動
や
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど

の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

地
元
行
政
と
の
連
携
事
業
や
公
開
講
座
な

ど
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
地
域

社
会
に
貢
献
し

て
い
る
。

大
学
教
育
を

巡
る
状
況
や
社

会
情
勢
等
を
勘

案
し
な
が
ら
、

柏
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
更
な
る
教

育
活
動
の
展
開

が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

針
原
孝
之
名
誉
教
授

「
瑞
宝
中
綬
章
」
受
章

令
和
元
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
針
原

孝
之
名
誉
教
授
が
教
育
功
労
者
と
し
て
瑞

宝
中
綬
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

針
原
名
誉
教
授
は
、
昭
和
38
年
３
月
國

學
院
大
學
文
学
部
卒
、
同
41
年
３
月
東
洋

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
同
44
年
３
月
同
大
学
院
博

士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
博
士（
文

学
）。本学

に
は
昭
和
48
年
4
月
文
学
部
専
任

講
師
と
し
て
着
任
。
昭
和
51
年
4
月
助
教

授
、同
59
年
4
月
教
授
。
国
文
学
科
主
任
、

文
学
部
長
、
図
書
館
長
、
副
学
長
等
を
歴

任
。
ま
た
、
学
校
法
人
の
理
事
、
評
議
員

を
務
め
ら
れ
た
。
平
成
23
年
3
月
定
年
に

よ
り
退
職
さ
れ
、
同
年
4
月
名
誉
教
授
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
国
文
学
演
習
、
上
代
文
学

研
究
な
ど
の
授
業
科
目
を
担
当
さ
れ
ま
し

た
。『
大
伴
家
持
研
究
序
説
』（
桜
楓
社
）『
越

路
の
家
持
』（
新
典
社
）
な
ど
上
代
文
学
・

万
葉
集
関
係
の
著
書
・
論
文
多
数
。

今
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

本
学
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
大
学
教
育

の
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
集
約
化
を
実
施
し

た
。
現
在
の
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
活
動

の
状
況
を
紹
介
す
る
。

正
課
教
育
の
開
講

文
学
部
、
国
際
政
治
経
済
学
部
の
体
育

実
技
、
総
合
科
目
や
各
学
科
の
一
部
の
専

攻
科
目
等
、
約
30
科
目
の
正
課
科
目
を
開

講
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体

育
館
、
武
道
館
を
利
用
す
る
体
育
系
課
外

活
動
団
体
を
中
心
に
、
放
課
後
や
長
期
休

業
期
間
な
ど
に
活
発
な
課
外
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
運
動
施
設
・

設
備
の
再
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

留
学
生
教
育

中
国
浙
江
省
に
所
在
す
る
日
本
語
学

科
等
を
有
す
る
５
大
学
と
協
定
を
締
結

し
、
大
学
の
正
課
科
目
の
う
ち
日
本
語
科

目
や
一
部
の
専
攻
科
目
を
開
放
、
日
本
語

や
日
本
文
化
の
学
習
に
特
化
し
た
１
年
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
語
・
日
本
学
特
別

プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
平

成
29
年
度

か
ら
開
設

し
た
。
毎

年
度
40
名

前
後
を
中

国
の
大
学

か
ら
交
換

留
学
生
と

し
て
受
け

入
れ
て
い

柏キャンパス図書館前の留学生

教室で受講する留学生
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教
員
免
許
状
更
新
講
習

免
許
状
更
新
講
習
を
終
え
て

若
松
顕
仁
（
文
56
）

令
和
元
年
８

月
、
北
海
道
人

に
は
堪
ら
な
い

酷
暑
の
中
、
母

校
で
の
更
新
講

習
を
受
講
し
ま

し
た
。
年
齢
の
関
係
で
、
初
の
受
講
と
な

り
ま
す
。

私
は
卒
業
後
勤
め
た
北
海
道
の
高
校
教

員
を
数
年
前
に
早
期
退
職
、
現
在
は
家
業

（
書
籍
文
具
小
売
）
の
傍
ら
書
道
教
室
運

営
、
小
学
校
や
幼
稚
園
、
高
齢
者
大
学
の

書
道
講
師
や
筆
耕
な
ど
多
忙
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
（
他
に
も
商
工
会
役
員
、

社
会
福
祉
や
社
会
教
育
の
役
員
、
自
治
会

等
々
公
職
多
々
あ
り
過
ぎ
る
の
で
す
が
）。

退
職
は
し
た
も
の
の
、今
後
を
考
え
る
と
、

や
は
り
教
員
免
許
は
必
要
、
そ
し
て
受
講

す
る
な
ら
母
校
二
松
學
舍
で
と
の
思
い
が

強
く
、
東
京
で
の
受
講
を
決
意
し
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
セ
ミ

た
ち
の
大
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
こ
ん
な

に
キ
ツ
か
っ
た
か
九
段
坂
！
と
汗
だ
く
に

な
っ
て
校
舎
に
向
か
い
ま
す
。
教
室
に
は

懐
か
し
い
同
期
生
の
顔
も
ち
ら
ほ
ら
。
卒

業
後
30
数
年
経
っ
て
も
分
か
る
も
の
で

す
。現

役
を
退
い
た
者
に
と
っ
て
、
前
半
３

日
間
の
講
義
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
地
元
高
校
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
委
員
も
務
め
る
私
に

と
っ
て
、
現
場
で
の
日
々
を
思
い
起
こ
し

な
が
ら
改
め
て
新
課
程
や
生
徒
指
導
に
つ

い
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で

し
た
。
修
了
試
験
、
こ
ん
な
に
勉
強
し
た

の
は
何
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
。

後
半
は
専
門
科
目
。
私
の
受
講
し
た
現

代
文
も
書
道
も
、さ
す
が
二
松
學
舍
で
す
。

知
的
好
奇
心
と
か
知
識
欲
求
と
か
、
刺
激

さ
れ
て
楽
し
く
て
感
動
的
で
す
ら
あ
り
ま

す
。
も
う
十
分
理
解
し
て
い
た
つ
も
り
の

「
蘭
亭
」
さ
え
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
連
続
で

し
た
。

最
終
日
、
全
て
の
講
義
・
試
験
が
終
了

す
る
と
、
松
苓
会
主
催
の
交
流
会
で
す
。

こ
の
５
日
間
を
戦
い
抜
い
た
同
士
、
皆
ホ

ッ
と
し
た
顔
で
語
ら
い
、
酌
み
交
わ
し
ま

す
。「
二
松
焼
酎
」
が
沁
み
ま
し
た
。
役

員
諸
氏
の
心
遣
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
願
わ
く
は
講
師
の
先
生
方
や
、
現
役

学
生
も
会
員
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
学
生

の
皆
さ
ん
も
参
加
頂
い
た
ら
、
も
っ
と
盛

り
上
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

翌
日
、
一
週
間
ぶ
り
の
北
海
道
、
地
元

の
気
温
は
15
、９
度
。
現
実
に
戻
さ
れ
ま

し
た
。

免
許
状
更
新
講
習
を
受
講
し
て

　

根
岸
一
真
（
文
78
）

二
松
學
舍
大
学
九
段
校
舎
へ
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は
、

卒
業
以
来
実
に

10
年
ぶ
り
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

教
員
と
し
て
働

く
10
年
と
い
う

月
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
正
面
の
階

段
に
足
を
運
ん
だ
途
端
、
一
瞬
に
し
て
学

生
時
代
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
友
人

と
語
ら
い
合
っ
た
中
庭
の
ベ
ン
チ
、
学
生

食
堂
。
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
学
問
の
世
界

と
向
き
合
っ
た
図
書
館
、
講
義
室
。
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
、
風
景
に
若
き
日
の
自
分
の

姿
を
見
出
し
、
万
感
の
思
い
が
こ
み
上
げ

て
来
る
。

母
校
を
免
許
更
新
講
習
の
場
と
し
て
選

ん
だ
の
は
、
何
よ
り
も
母
校
と
の
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
卒
業
生
の
懇
親
会
な
ど
に
お

誘
い
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、

な
か
な
か
そ
の
よ
う
な
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ず
に
い
た
。
し
か
し
心
の
ど
こ

か
で
、
同
じ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
先
輩
方

や
同
期
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の

免
許
更
新
講
習
と
い
う
機
会
を
得
て
、
よ

う
や
く
そ
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

選
択
必
修
の
み
の
参
加
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
講
習
を
担
当
く
だ
さ
っ
た
ど
の
先
生

に
も
、
非
常
に
刺
激
的
か
つ
熱
心
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
若
輩
者
の
私
と
し
て
は
ど

の
講
習
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
教
員
と
は
学
び
続
け
る
存
在

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
、

再
び
胸
に
抱
く
き
っ
か
け
を
い
た
だ
い
た

よ
う
に
思
う
。
特
に
山
口
直
孝
先
生
、
田

中
正
樹
先
生
の
お
姿
か
ら
は
、
学
生
時
代

の
授
業
風
景
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
ま
る
で

自
分
が
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
錯
覚

を
覚
え
た
。
３
日
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

更
新
講
習
後
の
卒
業
生
懇
親
会
で
は
大

先
輩
、
同
期
の
先
生
方
と
楽
し
く
実
り
あ

る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
窓

と
い
う
だ
け
で
会
話
の
敷
居
が
下
が
り
、

交
流
を
深
め
ら
れ
る
。
同
窓
と
は
、
本
当

に
よ
い
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
た
。
ぜ
ひ

今
後
も
時
間
の
許
す
限
り
松
苓
会
の
活
動

に
参
加
し
、
多
く
の
先
生
方
と
の
つ
な
が

り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ

る
。（
東
京
家
政
大
学
附
属
女
子
高
等
学

校
）

　

教
員
免
許
状
更
新
講
習
が
、８
月
５
日
（
月
）

か
ら
９
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、
大
学
で
実

施
さ
れ
た
。
教
員
は
10
年
毎
に
文
部
科
学
省
の

認
可
を
受
け
た
機
関
で
免
許
状
更
新
の
講
習
を

受
講
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本

学
も
毎
年
講
習
を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は

募
集
定
員
100
人
の
う
ち
、
本
学
卒
業
生
60
人
が

母
校
で
受
講
し
た
。
講
習
最
終
日
の
9
日
に
松

苓
会
主
催
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。

大学九段１号館 13 階ラウンジでの交流会
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改
元
「
令
和
」
に
よ
せ
て

「
令
和
」
と
二
松
學
舍
大
学

　
　

―
―
私
の
初
学
び辰

巳
正
明
（
文
36
）

50
数
年
以
上

も
昔
、
私
は
二

松
學
舍
大
学
の

国
文
学
科
に
入

学
を
許
さ
れ

た
。
13
階
段
を

上
る
と
、
目
の
前
に
ず
い
ぶ
ん
古
風
な
木

造
校
舎
が
偉
容
を
誇
っ
て
い
た
。
こ
の
校

舎
で
の
学
び
が
、
私
の
研
究
の
道
を
作
り

上
げ
て
く
れ
た
。

同
学
の
仲
間
に
元
理
事
長
の
大
山
徳
高

氏
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
の
犬

飼
公
之
氏
、
相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
の

呉
哲
男
氏
な
ど
個
性
的
な
人
た
ち
が
多
く

い
た
。
教
授
陣
は
時
代
ご
と
に
著
名
な
研

究
者
の
そ
ろ
い
踏
み
で
あ
っ
た
。
私
は
教

育
学
者
の
齊
藤
正
二
先
生
に
師
事
し
、
民

俗
学
や
人
類
学
的
な
授
業
内
容
に
興
味
を

持
っ
た
。
そ
れ
が
私
の
研
究
の
基
本
と
な

っ
た
。
国
文
科
と
し
て
の
専
門
を
学
ぶ
た

め
に
、
萩
谷
朴
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
古
代
的
な
人
間
の
思
考
や
習
俗

に
興
味
が
あ
り
、
非
常
勤
で
あ
っ
た
鴻
巣

隼
雄
先
生
の
も
と
で
『
万
葉
集
』
を
学
ん

だ
。『
万
葉
集
』
に
は
古
代
的
思
考
が
満

ち
て
い
て
、
急
い
で
論
文
ら
し
き
物
を
書

き
上
げ
て
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
厚
か
ま
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
鴻
巣
先
生
か
ら
稚
拙

な
論
文
を
褒
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、

私
の
研
究
の
道
を
開
く
契
機
と
な
っ
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
畏
れ
を
知
ら
ず

に
大
学
院
を
目
指
す
気
持
ち
が
高
ま
り
、

修
士
へ
と
進
ん
だ
。
こ
の
年
に
、
非
常
勤

で
中
西
進
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。
鴻
巣
先

生
が
推
薦
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
そ
れ
は
偶

然
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
若
き
中
西
先
生

の
万
葉
研
究
は
、
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。

内
容
は
山
上
憶
良
研
究
で
あ
っ
た
。
前
夜

か
ら
朝
ま
で
に
授
業
の
内
容
を
作
り
上
げ

て
来
ら
れ
る
の
だ
と
聞
い
た
。
毎
回
の
授

業
内
容
は
、
暫
く
す
る
と
そ
れ
ら
が
学
会

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
修
士
の
２
年
間

は
憶
良
研
究
で
あ
っ
た
。
名
著
の
『
山
上

憶
良
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

暫
く
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

研
究
の
面
白
さ
を
知
ら
さ
れ
た
私
は
、

決
ま
っ
て
い
た
高
校
の
専
任
を
断
り
、
中

西
先
生
の
お
ら
れ
た
成
城
大
学
の
大
学
院

へ
進
ん
だ
。
そ
れ
以
来
、
50
数
年
を
経
た

が
、
中
西
先
生
は
現
在
も
お
元
気
で
、
今

で
も
我
が
師
で
あ
る
。
お
会
い
す
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
研
究
の
こ
と
な
ど
を
お
話
し

し
、
50
年
前
と
少
し
も
変
わ
り
が
な
い
。

こ
の
５
月
に
「
令
和
」
の
時
代
が
始
ま

っ
た
。「
令
和
」
の
考
案
者
と
し
て
中
西

先
生
の
名
が
明
か
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
お

忙
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。「
令
和
」

が
『
万
葉
集
』
由
来
で
あ
る
こ
と
が
話
題

と
な
り
、『
万
葉
集
』
の
時
代
が
到
来
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
令
和
」
の
意
は
、

「
麗
し
く
和
や
か
」
で
あ
る
。
730
年
に
大

宰
府
で
梅
花
の
宴
が
開
か
れ
、
大
伴
旅
人

が
書
い
た
序
文
の
「
初
春
令
月
、
気
淑
風

和
」（『
万
葉
集
』
巻
五
）
に
基
づ
く
。
そ

こ
に
は
旅
人
の
風
流
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
（
辰
巳
『「
令
和
」
か
ら
読
む
万
葉
集
』

新
典
社
新
書
参
照
）。

「
令
和
」
か
ら
私
の
初
学
び
を
思
い
出

し
、
二
松
學
舍
で
学
ん
だ
こ
と
が
懐
か
し

く
思
わ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
二
松
學
舍

は
変
わ
ら
ず
に
二
松
學
舍
で
あ
る
こ
と
を

願
う
。

〈
編
集
部
注
〉

　

辰
巳
正
明
氏
は
、
本
学
文
学
部
国
文
学
科

を
昭
和
43
年
3
月
卒
。
昭
和
45
年
3
月
本
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
48
年
3
月
成

城
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
。
博
士（
文
学
）。

　

令
和
発
表
の
翌
日
の
『
朝
日
新
聞
』（
4
月

2
日
朝
刊
）「
平
成
か
ら
令
和
へ　

新
元
号
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
座
談
会
）
に
参
加
し
、
令
和

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

「
令
和
改
元
」
の
原
点
「
黒
衣
」
の
官
僚

尼
子
昭
彦
氏
（
国
立
公
文
書
研
究
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
永　

修（
文
44
）

昨
年
12
月
、
あ
る
新
聞
社
か
ら
予
期
せ

ぬ
取
材
を
受
け
た
。
学
友
で
あ
っ
た
尼
子

昭
彦
氏
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
取
材
の
内

容
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
彼
は
30
年
以
上

に
亘
り
、
国
立
公
文
書
館
に
勤
務
し
な
が

ら
「
元
号
研
究
官
」
と
し
て
「
平
成
」
改

元
に
も
か
か
わ
っ
た
。
資
料
調
査
等
に
携

わ
っ
て
き
た
が
、
5
月
に
亡
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

4
月
2
日
か
ら
4
日
の
新
聞
の
記
事
は

改
元
の
舞
台
裏
を
「
尼
子
昭
彦
氏
」
を
中

心
に
据
え
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
た
。

「
令
和
改
元
」
の
余
韻
冷
め
や
ら
ぬ
6

月
中
旬
、
一
冊
の
本
が
新
聞
社
か
ら
届
い

た
。「
令
和
」
改
元
に
つ
い
て
（
4
月
2

日
～
４
日
）、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
担
当
編
集

者
の
記
者
魂
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
私
も
熱

い
も
の
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

「
元
号
研
究
官
」
尼
子
昭
彦
氏
は

１
９
７
６
年
～
81
年
ま
で
本
学
大
学
院

（
中
国
学
専
攻
）
の
修
士
、
博
士
課
程
で

当
時
の
錚
々
た
る
教
授
陣
に
中
国
文
学
・

中
国
哲
学
を
学
ん
だ
。
私
は
修
士
課
程
の

僅
か
2
年
間
で
は
あ
っ
た
が
共
に
学
び
、

大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。

シ
ャ
イ
で
皮
肉
屋
の
研
究
者
。
30
年
間

学
者
と
官
僚
の
架
け
橋
と
な
り
表
舞
台
に

出
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。「
学

者
」
尼
子
昭
彦
氏
は
松
苓
会
と
二
松
學
舍

の
誇
り
で
あ
る
。

〈
編
集
部
注
〉

　

文
中
「
あ
る
新
聞
社
」
と
は
毎
日
新
聞
社
。

毎
日
新
聞
出
版
『
令
和
改
元
の
舞
台
裏
』（
6

月
15
日
発
行
）
に
尼
子
氏
の
活
躍
が
詳
述
さ

れ
て
い
る
。

　

尼
子
昭
彦
氏
略
歴

昭
和
51
年
3
月　

専
修
大
学
卒
業

同　

53
年
3
月　

�

二
松
學
舍
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
中
国
学
専
攻
修

士
課
程
修
了

同　

56
年�

3
月　

�

二
松
學
舍
大
学
大
学
院
博

士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学

昭
和
62
年　

�

国
立
公
文
書
館
に
奉
職
。
公
文

書
研
究
官
。
元
号
担
当
と
し
て

30
年
に
及
ぶ
元
号
選
定
準
備
業

務
に
従
事
。

平
成
30
年
５
月　

逝
去
。
享
年
66
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卒
業
生
だ
よ
り

松
苓
会
室
に
寄
せ
ら
れ
た
卒
業
生
の
活
躍
を
紹
介

◇
茨
城
県
立
古
河
中
等
教
育
学
校
教
諭
の

石
塚
照
美
さ
ん
（
文
57
）、『
茨
城
新
聞
』

（
7
月
12
日
付
）
に
、
同
校
文
芸
部
発
行

の
学
校
新
聞
「
古
河
中
等
瓦
版
」
作
成
に

顧
問
と
し
て
創
部
以
来
6
年
間
指
導
。
県

高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
０
１
６
年
に

最
優
秀
賞
、
以
降
毎
年
入
賞
、
全
国
高
校

総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
は
、
今
夏
で
連
続

4
回
に
な
る
と
紹
介
。

◇
一
般
社
団
法
人
中
斎
塾
フ
ォ
ー
ラ
ム
塾

長
の
深
澤
賢
治
氏
（
文
37
）
は
、
1
月
14

日
、
湯
島
聖
堂
文
化
講
演
会
で
「
佐
藤
一

斉
の
人
間
性
」
の
演
題
で
講
演
。
同
氏
は

1
月
に
『
陽
明
学
の
す
す
め
Ⅶ　

人
間
学

講
話　

佐
藤
一
斉
』
を
刊
行
。

◇
福
岡
二
日
市
文
学
館
館
長
の
永
淵
道
彦

氏
（
文
36　

福
岡
県
支
部
長
）
は
、
豊
島

与
志
雄
童
話
選
集
を
刊
行
中
。

◇
太
宰
治
賞
作
家
の
志
賀
泉
氏
（
文
51
）

が
４
月
12
日
松
苓
会
室
に
来
訪
さ
れ
た
。

　

前
著
『
無
情
の
神
が
舞
い
降
り
る
』
の

津
野
高
雄
氏
（
文
37
）

『
古
本
屋
一
代
』
出
版

昭
和
44
年
3
月
文
学
部
中
国
文
学
科
卒

業
の
津
野
高
雄
氏（
文
37
）が
編
著
書『
古

本
屋
一
代　

シ
ョ
ー
ト
エ
ッ
セ
イ
／
古
本

屋
と
山
と
』
を
出
版
し
た
。

本
書
は
全
5
章
か
ら
な
り
、
第
1
章　

古
本
屋
以
前　

第
2
章　

古
本
屋
一
代　

第
3
章　

我
が
愛
す
る
山
　々

第
4
章　

故
・
岳
友
栗
原
俊
雄
君
の
御
霊
に
捧
ぐ　

第
5
章　

自
選
凡
句
「
49
選
」。

「
本
書
は
、
学
生
時
代
の
4
年
間
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
10
年
余
、
脱
サ
ラ
し

た
古
本
屋
稼
業
の
25
年
間
を
通
し
て
、
心

に
残
っ
た
『
絵
』
に
な
る
人
達
の
、
い
わ

ば
人
物
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。（
中
略
）
脱

サ
ラ
後
の
営
み
は
凄
絶
で
あ
っ
た
が
、
全

力
投
球
し
た
古
本
屋
稼
業
の
25
年
の
日
々

は
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
歳
月
で
あ

っ
た
。」
と
著
者
は
記
す
。　

巻
末
の
著
者
紹
介
、

１
９
４
３（
昭
18
）年
、
東
京
都
生
ま
れ
。

二
松
學
舍
大
学
・
中
国
文
学
科
卒
業
。
読

売
新
聞
社
専
属
広
告
代
理
店
、
日
本
科
学

技
術
翻
訳
協
会
編
集
室
を
経
て
、
製
薬
大�

手
Ｓ
社
宣
伝
部
門
で
10
年
間
編
集
業
務
に
従

フ
ラ
ン
ス
語
訳
「Q

uand le ciel pleut 
d

’indifférence

」
が
２
０
１
９
年
３
月
に

出
版
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

◇
２
月
１
日
〜
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
群

馬
県
支
部
主
催『
第
８
回
群
馬
松
苓
会
展
』

の
記
事
が
『
上
毛
新
聞
』
２
月
２
日
付
朝

刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

◇
8
月
3
日
、
大
学
で
漢
学
者
記
念
館
会

議
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
渋
沢
栄
一
の
教
育

支
援　

人
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学

町
泉
寿
郎
教
授
（
文
60
）
が
「
三
島
中
洲

と
渋
沢
栄
一
の

共
鳴
の
か
た
ち
」

と
題
し
、
山
田

方
谷
記
念
館
館

長
の
山
田
敦
氏

（
文
48
）
が
「
山

田
方
谷
と
高
梁

市
山
田
方
谷
記

念
館
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演

さ
れ
た
。

◇
５
月
26
日
、

町
泉
寿
郎
教
授

の
、
岡
山
県
倉

敷
市
で
の
講
演

「
三
島
中
洲
の
人

と
な
り
と
業
績
」

が
、『
山
陽
新
聞
』

（
6
月
14
日
付
）

に
掲
載
さ
れ
た
。

（
上
掲
）
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会
員
か
ら
の
便
り

近
況
報
告

坂
井
由
美
子
（
文
42
）

二
松
學
舍
大

学
と
書
か
れ
た

封
筒
を
眺
め
な

が
ら
、
今
ま
で

歩
ん
で
き
た
道

を
振
り
返
っ
て

み
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
何
年
経
っ
た
の

か
。な

ん
と
46
年
も
経
っ
て
い
る
。
そ
の

間
、
教
職
に
携
わ
り
な
が
ら
、
茶
の
湯
、

書
、
生
け
花
と
趣
味
に
の
め
り
込
ん
で
い

っ
た
。
今
で
は
後
進
を
育
て
な
が
ら
自
ら

の
発
表
の
場
と
し
て
、茶
会
を
催
し
た
り
、

書
作
展
に
出
品
し
た
り
、
華
道
展
へ
出
品

し
た
り
と
、忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

雪
国
の
生
活
に
は
全
く
縁
の
な
か
っ
た
私

だ
っ
た
が
、
結
婚
し
て
４
年
目
に
夫
の
実

家
が
あ
る
新
潟
に
引
っ
越
し
、
い
つ
の
間

に
か
地
域
に
も
と
け
込
ん
で
子
育
て
、
仕

事
、
趣
味
に
行
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
夫
を
は
じ
め
家
族
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
と
感
謝
、
感
謝
で
あ
る
。

一
度
始
め
る
と
、
途
中
で
や
め
た
く
な

い
性
格
の
私
だ
が
、
さ
す
が
に
生
活
が
忙

し
く
、
趣
味
は
ひ
と
つ
に
絞
っ
た
方
が
よ

い
か
と
思
う
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
や
共
通
す
る
美
意
識
に
気
づ

い
た
り
す
る
と
、
も
っ
た
い
な
く
て
や
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
粗

密
（
疎
密
）、
大
小
、
濃
淡
、
間
の
重
要

性
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
準
備
を
し
て
い

く
楽
し
い
時
間
！　

最
近
は
生
み
の
苦
し

さ
が
勝
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
方
が
多
い

が
、
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
い
つ
ま
で
も
気
分
は
若
い
つ
も

り
で
い
た
が
、
膝
の
関
節
炎
に
は
ま
い
っ

て
し
ま
う
。
最
近
は
体
と
相
談
し
な
が
ら

の
仕
事
で
あ
る
。

大
学
時
代
、
書
は
金
子
清
超
先
生
の
ゼ

ミ
で
あ
っ
た
。
先
生
の
孫
ほ
ど
の
年
令
で

あ
っ
た
私
た
ち
に
、「
人
間
、
何
で
も
10

年
続
け
ら
れ
た
ら
何
で
も
形
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
の
10
年
が
な
か
な
か
辛
抱
で
き

な
い
。」
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
教
え
だ
け
は
守

り
た
い
と
続
け
て
い
た
書
も
、
漢
字
か
ら

今
は
「
か
な
」
へ
と
形
は
変
わ
っ
た
が
、

作
品
作
り
に
向
か
っ
て
い
る
。
先
日
、
日

展
の
作
品
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
は
如
何
に
。

そ
う
い
え
ば
、
も
う
ひ
と
つ
46
年
続
い

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
の
会

（
落
研
）。
と
い
っ
て
も
行
事
へ
の
出
席
は

ほ
と
ん
ど
都
合
で
出
席
で
き
な
い
の
だ

が
。
い
つ
の
間
に
か
名
簿
の
一
番
は
じ
め

に
私
の
名
前
が
。

『
寒
オ
リ
オ
ン
』
ま
で

福
島
た
け
し
（
猛
）（
文
44
）

７
月
、
第
四

句
集
『
寒
オ
リ

オ
ン
』
を
出
し

た
。
６
年
余
の

442
句
、『
永
久

百
首
』
の
古
歌

「
我
ひ
と
り
鎌
倉
山
を
越
え
行
け
ば
星
月

夜
こ
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
」
を
借
り
て
、

一
集
の
序
と
し
た
。

第
三
句
集
か
ら
し
ば
ら
く
時
間
が
空
い

た
。
勤
務
中
に
突
然
倒
れ
て
か
ら
、
私
は

俳
句
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
が
、
再
び
私

に
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
古
い
俳

句
仲
間
た
ち
で
あ
る
。
昨
年
秋
、
小
俳
句

会
「
コ
ト
リ
」
を
開
い
た
が
、
そ
れ
と
前

後
し
て
句
集
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
句

集
の
句
は
そ
の
ま
ま
、
私
の
こ
の
数
年
の

心
の
記
録
で
も
あ
る
。

私
が
二
松
學
舍
に
進
ん
だ
の
は
、
俳
句

を
詠
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
村
俊

定
と
い
う
先
生
に
古
俳
諧
を
習
い
た
い
、

漠
然
と
そ
う
思
っ
て
、
二
松
學
舍
を
選
ん

だ
。第

一
句
集
『
樹
影
』
は
、
就
職
し
て
一

家
を
持
つ
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
私
は
俳

句
を
森
澄
雄
と
小
林
康
治
に
学
び
、「
林
」

同
人
と
し
て
康
治
先
生
に
師
事
し
た
。
勤

め
が
鎌
倉
に
あ
っ
た
の
で
、
仕
事
が
終
わ

る
と
古
都
と
し
て
の
鎌
倉
に
出
て
歩
い

た
。第

二
句
集
『
江
南
』
は
、
南
京
大
学
で

過
ご
し
た
２
年
半
と
、
そ
の
前
後
の
句
を

ま
と
め
た
。
着
任
し
て
半
年
、
中
国
は
改

事
。
35
歳
で
脱
サ
ラ
し
、
古
書
店
「
千せ

ん
ぶ
ん
ど
う

文
堂

書し
ょ
て
ん店
」
を
開
業
。
以
後
、
25
年
間
、
ウ
ツ
に

倒
れ
る
ま
で
5
店
舗
を
展
開
。２
０
０
１
年
、

「
奥
秩
父
十
文
字
小
屋
・
友
の
会
」
会
報

「
し
ゃ
く
な
げ
通
信
」
を
発
行
し
、
初
代

編
集
長
と
な
る
。
冊
子
「W

A
RERA

」�

「
ひ
こ
ば
え
」「
断
食
小
記
」
を
制
作
。
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
。

佐
々
木
義
登
氏
（
文
59
）

『
郷
里
』
を
出
版

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
「
青
空
ク
ラ

イ
シ
ス
」
で
第
14
回
三
田
文
学
新
人
賞
受

賞
の
佐
々
木
義
登
氏
が
、
三
田
文
学
賞
受

賞
作
を
含
む
6
篇
の
短
編
を
収
め
た
作
品

集
『
故
郷
』
を
昨
年
3
月
、
亜
紀
書
房
か

ら
刊
行
し
た
。

　

収
録
作
品
は
次
の
と
お
り
。

鈴
の
音

桃ナ
イ
フ

空
に
住
む
木
馬

青
空
ク
ラ
イ
シ
ス

王
と
詩

佐
々
木
義
登
氏
は
、
１
９
６
６
（
昭
41
）

年
徳
島
県
生
ま
れ
。
平
成
3
年
3
月
文
学

部
国
文
学
科
卒
（
文
59
回
卒
）。
学
部
卒

業
後
、
出
版
社
勤
務
を
経
て
、
本
学
大
学

院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博

士
（
文
学
）。

現
在
、
四
国
大
学
教
授
。
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革
開
放
へ
舵
を
取
り
、
大
き
く
動
き
始
め

た
。
任
期
中
、
巨
星
加
藤
楸
邨
が
他
界
、

康
治
先
生
も
亡
く
な
ら
れ
、「
林
」
は
解

散
し
た
。
帰
国
後
、
着
任
し
た
学
校
で
小

さ
な
句
会
を
開
い
て
く
れ
た
。
こ
の
人
た

ち
が
「
コ
ト
リ
」
を
再
開
し
て
く
れ
た
。

第
三
句
集
『
街
道
』
は
、
そ
の
小
句
会

で
の
句
を
載
せ
た
。
平
成
の
俳
句
は
私
の

学
ん
で
き
た
人
間
探
求
派
と
は
異
な
り
、

短
歌
の
流
れ
に
や
や
遅
れ
て
、
軽
快
な
句

が
主
流
と
な
っ
た
。
仕
事
が
常
に
多
忙
と

な
り
、
俳
句
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
。
教
育
界
全
体
が
転
換
期
を
迎
え

て
い
た
。

季
節
の
移
ろ
い
の
中
で
、
こ
の
世
に
あ

る
人
と
し
て
の
心
を
詠
う
、
そ
れ
が
、
芭

蕉
か
ら
現
代
ま
で
の
俳
句
の
変
わ
ら
な
い

テ
ー
マ
で
あ
り
、
伝
統
で
あ
る
と
、
私
は

信
じ
て
疑
わ
な
い
。
私
は
そ
れ
を
伝
え
て

行
く
こ
と
が
役
目
だ
と
思
っ
て
い
る
。

〈
編
集
部
注
〉

『
寒
オ
リ
オ
ン
』
収
載
句
「
人
声
を
た
だ
音

と
聞
き
秋
の
旅
」
に
つ
い
て
、
8
月
20
日
読
売

新
聞
朝
刊
2
面
「
四
季
」
欄
に
長
谷
川
櫂
氏
の

鑑
賞
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

直
恵
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

赤
坂
直
恵
（
文
73
）

デ
ザ
イ
ン
書

道
家
を
し
て
お

り
ま
す
赤
坂
直

恵
と
申
し
ま
す
。

私
は
文
学
部

を
卒
業
後
、
営
業
職
と
し
て
ア
パ
レ
ル
問

屋
に
就
職
し
、
育
休
後
は
社
内
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
い
く
つ
か
の
中
小
企
業
に
勤

務
、
現
在
は
独
立
し
て
お
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
『
日
本
の

デ
ザ
イ
ン
書
道
家
』
と
い
う
書
籍
に
掲
載

し
て
い
た
だ
き
、
少
し
気
恥
ず
か
し
か
っ

た
こ
の
肩
書
も
や
っ
と
自
信
を
持
っ
て
名

乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
書
道
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
Ｃ

Ｇ
加
工
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
仕

事
は
お
店
の
ロ
ゴ
制
作
、
商
品
や
ち
ら
し

の
題
字
制
作
等
。
最
近
で
は
和
綴
じ
の
卓

越
し
た
技
術
を
も
つ
老
舗
製
本
会
社
、
耐

水
紙
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
た
ち
が
行
っ
た

「
現
代
の
大
福
帳
を
作
る
」
と
い
う
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
表
紙
の
「
大

福
帳
」
と
い
う
文
字
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
目
標
金
額
に

達
し
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
も
発
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。

さ
て
「
大
福
帳
」
に
つ
い
て
は
、
不
思

議
な
ご
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
申
し

ま
す
の
も
、
私
は
近
世
文
学
を
学
ぶ
白
井

雅
彦
ゼ
ミ
第
1
期
生
で
し
た
。
大
福
帳
は

江
戸
時
代
に
使
わ
れ
た
「
帳
簿
」
に
あ
た

る
も
の
。
ゼ
ミ
で
は
近
世
文
学
に
書
か
れ

松
苓
会
報
原
稿
募
集

会
員
相
互
の
交
流
、
情
報
交
換
の

場
を
積
極
的
に
提
供
す
る
た
め
、
会

員
か
ら
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
会
員
の
近
況
報
告
（
例

え
ば
、
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
、

仕
事
を
し
て
い
る
、書
道
な
ど
の「
個

展
を
開
催
す
る
」「
開
催
し
た
」「
受

賞
し
た
」）、母
校
や
恩
師
の
思
い
出
、

漢
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
の
文
芸
作

品
。
同
期
会
、
ゼ
ミ
会
、
ク
ラ
ス
会
、

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
す
る
、

開
催
し
た
な
ど
。

字
数
は
800
字
程
度
ま
で
。
短
信

（
50
字
位
）
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

締
切　

特
に
定
め
ま
せ
ん
。
会
報

は
年
2
回
（
９
月
、
３
月
）
発
行
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
適
宜
掲
載
い
た

し
ま
す
。

た
場
所
を
め
ぐ
る
文
学
散
歩
、
歌
舞
伎
鑑

賞
、
瓦
版
、
白
井
先
生
レ
ク
チ
ャ
ー
の
も

と
制
作
し
た
無
線
綴
じ
の
冊
子
等
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
二
松
で
学
ん

だ
江
戸
、
製
本
、
そ
し
て
書
道
、
私
の
興

味
関
心
が
こ
こ
で
つ
な
が
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。

ま
た
、
実
は
私
の
初
の
デ
ザ
イ
ン
書
道

は
在
学
中
に
書
い
た
、
狂
言
研
究
会
発
行

の
小
冊
子
の
題
字
「
小
猿
」。
き
っ
か
け

は
こ
こ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
仕
事
の
喜
び
は
日
常
生
活
の
中
で
利
用

さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
に
も
、
デ
ザ
イ
ン

書
道
に
よ
っ
て
消
費
者
に
高
揚
感
、
安
心

感
を
与
え
、
そ
の
価
値
を
上
げ
る
手
助
け

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。

来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
日

本
が
注
目
さ
れ
る
機
会
は
ま
す
ま
す
増
え

ま
す
。
二
松
で
学
ぶ
後
輩
た
ち
が
、
新
し

い
形
で
日
本
の
文
化
を
発
信
し
て
い
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
私
も
負
け
な

い
よ
う
に
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
次
第
で
す
。

住
所
変
更
等
が
あ
っ
た
ら
届
け

出
を住

所
変
更
や
改
姓
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
早
め
に
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、

電
話
等
で
松
苓
会
本
部
に
お
届
け
く

だ
さ
い
。
松
苓
会
や
大
学
か
ら
の
案

内
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内

や
松
苓
会
報
の
送
付
等
）
郵
便
物
を

確
実
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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松苓会の認知度調査（アンケート）集計結果
　二松學舍松苓会は、平成 27 年総会で基本問題検討委員会を設置した。委員会は、2度にわたる中間答申を経て、平
成 31 年 3 月 2 日に最終答申書をまとめ会長に答申した。答申書には委員会が実施したアンケート集計結果か報告され
ている。以下に「概要」を掲出する。

【目的】
基本問題検討委員会では、教職員・支部長・会員・学生向けの 4種類のアンケートを実施した。
アンケート実施の主たる目的は、松苓会活動に対する認知度の実態把握にある。そのため、アンケート項目に松苓会の存
在そのもの、活動内容の認知度を測るための項目を置いた。

【概要・結果】
○教職員向けアンケート
　対象　専任の教職員 153 人　　回答者　19 人　回収率 12.4％
　回答方法　学内メール（ガルーン）を利用し回答。
○支部長向けアンケート
　対象　47 都道府県支部長　　　回答　27 支部　回収率　57.4％
　回答方法　予め総会資料とともに送付し、総会当日提出。総会欠席者は郵送回答。
○一般会員向けアンケート
　対象　一般会員　　　　回答　75 人
　回答方法　支部総会等で配布・回収。ホームカミングデー参加者に配布・回収。
○学生向けアンケート
　対象　全学生　　　回答　103 人
回答方法　大学教員の協力を得て、学生に個別配布の松苓会報にアンケート用紙を組み込み、回答願う。提出は松苓
会室。

記述回答部分については、「要望」「提言」「その他（感想等）」に分けて、その内容を確認したが、詳細な分析と対策は今
後の課題である。今後の本部活動を行うにあたり、活用されたい。
・学内教職員には松苓会報発行の都度、配布している。大学教員には、学生への会報配布で協力を願っている。回答率が
12.4％の示すように、松苓会（同窓会）に対する関心の度合いが低いことが判る。回答者からは積極的な提言等をいただ
いている。

・支部長に対する調査では、名簿作成、会員の住所等の情報提供の要望が強い。
・一般会員にも松苓会活動の内容が知れわたっていない。広報の必要性。「学生会員」に対する期待、関心の声が多い。
・学生の調査では、ほとんどの学生に松苓会の存在が知られていない。または関心がない。
　回答者は全学生の約 3.5％。アンケート項目別では、次のとおりである。
　　　（１）回答者 103 人のうち、松苓会の認知度・・・50.5％
　　　（２）　　　同　　　　　　松苓会室の存在の認知度・・・26.2％
　　　（３）松苓会活動で知っている項目は、松苓会報、100 円朝食の順
　　　（４）「学生支援」で知っている項目・・・100 円朝食　56. ３％
　　　（５）100 円朝食に対する要望が多い
　　　（６）大学に対する要望が多く記載されている。
　　　（７）自由記述　「松苓会（同窓会）がどのような活動をしているのか知らない」「活動の周知」
　　　　 　「松苓会活動への参加とは、どのようなことをするのか」など。

予め想定されたが、今回の認知度調査（アンケート）から、松苓会の存在、活動内容についての認知度は、極めて低いこ
とが明らかになった。本調査で示された実態にどのように対処するか。その対策を立て着実に進めていくことが急務だ。
� 以 上

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内

　

学
園
祭
（
創
縁
祭
）
開
催
期
間
中
に
本

年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

令
和
元
年
11
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

会　

場　

九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

・
公
開
講
座　

九
段
2
号
館
2
階

国
際
政
治
経
済
学
部
圡
屋
茂
教
授
、

文
学
部
伊
藤
晋
太
郎
教
授
、
同
中
川
桂

教
授
の
講
義
が
あ
り
ま
す
。
講
義
後
教

授
と
の
交
流
会
も
楽
し
め
ま
す
。

・
交
流
会　

九
段
2
号
館
2
階

　
　

恩
師
、
卒
業
生
相
互
の
交
流

・
卒
業
生
作
品
展　

九
段
1
号
館
11
階

　
　

書
・
篆
刻
・
写
真
・
絵
画
等
の
展
示

　
　

作
品
展
は
1
日
（
金
）
午
後
も
開
催

・
学
園
祭
模
擬
店
割
引
チ
ケ
ッ
ト
配
布
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
沢
山
で
す
。

卒
業
生
異
業
種
交
流
会
の
案
内

　

こ
れ
ま
で
の
「
卒
業
生
名
刺
交
換
会
」

を
「
卒
業
生
異
業
種
交
流
会
」
に
名
称
変

更
し
て
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
2
月
22
日
（
土
）

　
　
　

17
時
～
19
時

会
場　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

会
費　

事
前
振
込
み　

２
０
０
０
円

　
　
　

当
日
受
付　
　

３
０
０
０
円

　

開
催
案
内
は
12
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

届
か
な
い
方
は
、
松
苓
会
本
部
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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二松學舍松苓会新役員

役員 氏　名 卒回

顧　問
顧　問
顧　問
相談役
相談役
会　長
副会長
副会長
幹事長
監　事
監　事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事

雨　海　博　洋
末　吉　榮　三
神　津　賢一郎
水　戸　英　則
江 藤 茂 博
葊　田　克　己
持 田 賢 一
家 永　　 修
小　林　公　雄
小 林 憲 二
田 邊 義 博
新 井 喜 義
平　野　光　治
金 井　　 康
清 水　　 登

専 19
専 12
文 27
理事長
学　長
文 38
文 40
文 44
文 38
文 38
文 47
文 37
文 40
文 41
文 42

　6 月 8 日の定期総会を受けて、新執行部が以下のとおり決まりました。任期は令和 5年 3月まで。なお地区代表幹事
は、総会後の地区支部長間の互選により選出されました。

副
会
長　

家
永　
　

修

副
会
長　

持
田　

賢
一

こ
の
度
、
副
会
長

を
拝
命
し
ま
し
た
家

永
修
と
申
し
ま
す
。

チ
ョ
ー
ク
一
本
・
舌

先
三
寸
の
渡
世
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
６
年
前
か
ら
九
段
の
附

属
高
校
で
「
論
語
」
担
当
の
一
人
と
し
て

今
も
教
壇
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
、
東
京
都
支
部
の
講
演
会
に
久

し
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
歴
史
文
学
散
歩
」
に
東
京
、

神
奈
川
と
参
加
し
、
研
修
と
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
３
月
に
は
松
苓
会
の
縁
で
「
朗

読
の
会
」
に
招
か
れ
、「
吟
詠
」
を
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。「
之
を
知
る
者
は
、
之

を
好
む
者
に
如
か
ず
。
之
を
好
む
者
は
、

之
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。」(

論
語
・
雍

也)

と
は
人
生
の
極
意
に
違
い
な
い
。

「
道
に
志
し
、
徳
に
拠
り
、
仁
に
依
り
、

芸
に
遊
ぶ
。」（
論
語
・
述
而
）「
志
す
と

こ
ろ
は
道
、
立
つ
と
こ
ろ
は
徳
、
仁
愛
の

心
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
な
心
で
学

芸
を
楽
し
む
。」
は
日
々
の
指
針
で
す
。

役
員
の
経
験
も
な
く
、
不
案
内
で
は
あ

り
ま
す
が
、
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
る

つ
も
り
で
す
。
何
卒
ご
指
導
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
葊
田
克
己
会
長
初
め
諸
先
輩

方
、
学
生
会
員
を
含
め
て
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
研
鑽
を
積
む
所

存
で
す
。

先
ず
は
、
新
井
・

山
崎
、
両
前
副
会
長

の
ご
尽
力
に
敬
意
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。

お
二
人
を
見
習
い
、

微
力
で
す
が
会
長
を
支
え
て
務
め
る
所
存

で
す
が
、
浅
学
非
才
の
身
ゆ
え
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

二
松
學
舍
は
「
今
ま
で
の
140
年
、
こ
れ

か
ら
の
140
年
」、
松
苓
会
も
「
今
ま
で
の

85
年
、こ
れ
か
ら
の
85
年
」
そ
の
節
目
に
、

会
長
の
諮
問
を
受
け
、「
基
本
問
題
検
討

委
員
会
」
で
松
苓
会
の
課
題
を
検
討
し
、

総
会
で
示
し
た
通
り
の
答
申
に
至
り
ま
し

た
。
過
去
を
省
み
て
今
後
の
あ
る
べ
き
姿

を
生
み
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

「
温
故
知
新
」
の
実
践
で
す
。

日
経
新
聞
で
「
改
革
に
向
か
わ
な
い
大

学
は
、
立
ち
行
か
な
く
な
る
」
と
い
う
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
。二
松
學
舍
大
学
は
、

伝
統
に
加
え
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
今
や
松
苓
会
に
も
同
じ
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

二
、三
十
年
前
、
急
激
な
社
会
の
変
化

で
、
教
育
現
場
は
「
変
化
へ
の
対
応
」
を

問
わ
れ
、
苦
慮
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
施
策
を
掲

げ
て
も
、
そ
の
実
現
は
関
係
者
の
意
識
改

革
し
だ
い
で
し
た
。
松
苓
会
の
存
続
と
発

展
の
た
め
に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役員 氏　名 卒回

常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
幹事（北海道）
幹事  （東北）
幹事  （関東）
幹事  （中部）
幹事  （近畿）
幹事  （中国）
幹事  （四国）

大  山　由美子
髙　栁　幸　雄
菅　原　義　博
高　橋　映　子
志　村　　　孝
西　園　隆　士
渡 辺 和 則
助　川　忠　弘
若 松 顕 仁
齋 藤　　 裕 　　 
矢 澤 喜 成 
坂 井 福 作
武　内　昭　徳
小 谷 章 公
上 田 善 達

文 47
文 49
文 53
文 53
文 59
文 59
特
政 3
文 56
文 38
文 50
文 42
文 47
文 38
文 38

役員 氏　名 卒回

幹事  （九州）
幹事  （沖縄）
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
事務局

永 淵 道 彦
金　城　健　一
小 林 孝 彰
佐 藤　　 修
星　野　優　子
神 河 秀 春
小　町　邦　明
大　渕　俊　明
山　口　洋　子
小　西　明　徳
町　　   泉寿郎
中　原　敬　二
山 﨑 真 之
神　　 宏 昭
間 宮 美 喜

文 36
文 38
文 38
文 41
文 42
文 47
文 49
文 50
文 54
文 60
文 60
文 62
政 4
政 9
文 83

副会長に就任して
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学
生
会
員
だ
よ
り

創
縁
祭
２
０
１
９
案
内

宮
下
凌
輔

創
縁
祭
２
０
１
９
責
任
者
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
文
学
部
国
文

学
科
３
年
の
宮
下
凌
輔
で
す
。

例
年
ど
お
り
、
今
年
も
創
縁
祭
を
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「Etoile

（
エ
ト
ワ
ー
ル
）」。
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
創
縁
祭
に
関
わ
る
ひ
と
り
ひ

と
り
が
輝
け
る
星
と
な
れ
る
よ
う
な
色
褪

せ
な
い
夢
を
作
り
た
い
」
と
定
め
、
意
識

を
一
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

参
加
予
定
団
体
数
は
約
40
と
多
く
、
ご

来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
が
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
役
員
一
同
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
団
体
の
参
加

形
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
教
室
で

の
発
表
、
作
品

の
展
示
を
は
じ

め
、
中
庭
に
お

け
る
模
擬
店
発

表
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、
ひ
と

り
ひ
と
り
の
輝

き
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
園
祭
実
行
委
員
会
夏
合
宿

創
縁
祭
２
０
１
９
に
向
け
て
、
８
月
５

日
か
ら
７
日
に
伊
豆
長
岡
温
泉
に
て
夏
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。

合
宿
中
の
目
的
は
学
園
祭
に
向
け
絆
を

深
め
つ
つ
、

学
園
祭
を
成

功
さ
せ
る
た

め
に
集
中
し

た
作
業
時
間

を
設
け
る
こ

と
と
し
ま
し

た
。合

宿
中
は

毎
日
、
午
前

中
か
ら
昼
過

ぎ
ま
で
を
作

業
時
間
と

し
、
役
員
が
各
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い

ま
し
た
。夕
方
以
降
は
自
由
な
時
間
と
し
、

近
場
の
海
や
水
族
館
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
夏
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

合
宿
地
は
立
地
も
よ
く
、
天
気
に
も
恵

ま
れ
学
園
祭
に
向
け
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

『
北
原
館
』
で
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

郷
司
恭
平

ク
ラ
ブ
連
合
会
執
行
部
文
化
ク
ラ
ブ
連

合
会
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
文
学

部
国
文
学
科
３
年
の
郷
司
恭
平
で
す
。

２
０
１
９
年
２
月
９
日
か
ら
11
日
に
か

け
て
、
千
葉
県
南
房
総
市
に
あ
る
『
北
原

館
』
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
リ
ー
ダ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
平
成
30

年
活
動
報
告
、
平
成
31
年
度
活
動
予
定
、

平
成
30
年
会
計
決
算
報
告
、
平
成
31
年
会

計
予
算
案
の
４
つ
の
議
案
に
つ
い
て
、
ク

ラ
ブ
連
合
会
所
属
団
体
の
各
団
体
代
表
、

会
計
の
方
に
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、
質
疑
応
答

の
う
え
、
ク
ラ
ブ
連
合
会
全
所
属
団
体
か

ら
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
会

議
で
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
団
体
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
度
前
期
ク
ラ
ブ
総
会

に
て
再
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

文
芸
愛
好
会
の
同
好
会
昇
格
に
関
し
て
の

承
認
も
取
り
ま
し
た
。
文
芸
愛
好
会
は
令

和
元
年
度
よ
り
文
芸
同
好
会
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

会
議
終
了
後
に
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
懇
親
会
は
全

団
体
の
代
表
者
の
方
々
に
交
え
、
ク
ラ
ブ

執
行
部
員
も
歓
談
の
輪
に
入
り
、
終
始
和

や
か
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
よ
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
に

も
ま
た
リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
が
あ
り

ま
す
が
、
昨

年
度
の
良
い

部
分
を
吸
収

し
、
ま
た
改

善
す
べ
き
点

に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
と

見
直
し
、
よ

り
良
い
会
議

を
行
え
る
よ

う
、
ク
ラ
ブ

執
行
部
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
所

存
で
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

落
語
研
究
会

須
田
智
大

落
語
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を

持
ち
、
庶
民
の
間
で
広
く
親
し
ま
れ
た
日

本
が
誇
る
伝
統
芸
能
に
し
て
大
衆
芸
能
。

噺
の
最
後
に
「
オ
チ
」
が
つ
く
の
が
特
徴

で
、
歌
舞
伎
な
ど
他
の
伝
統
芸
能
と
異
な

り
、
身
振
り
手
振
り
の
み
で
話
を
進
め
、

一
人
何
役
も
演
じ
ま
す
。
衣
装
や
舞
台
装

置
な
ど
を
極
力
使
わ
ず
、
演
者
の
話
術
と

聴
き
手
の
想
像
力
だ
け
で
物
語
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
く
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
話

芸
で
す
。

二
松
學
舍
大
学
落
語
研
究
会
で
は
そ
ん

な
落
語
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
た
部
員
た

ち
が
、落
語
の
実
演
に
挑
み
ま
す
。
毎
年
、

以
下
の
予
定

で
寄
席
（
落

語
や
漫
才
な

ど
を
行
う

公
演
会
の
こ

と
）
を
開
催

し
、
そ
れ
に

向
け
て
日
々

落
語
の
稽
古

に
励
ん
で
い

ま
す
。

３
月

・
新
幹
部
お

披
露
目
公

合宿中の作業の様子

合宿参加の学園祭実行委員

クラブ連合会執行部員

高座発表
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演
「
う
ら
ら
寄
席
」

・
４
年
生
卒
業
公
演
「
み
て
く
れ
寄
席
」

・
國
學
院
大
学
落
語
研
究
会
と
の
合
同
寄

席
「
文
々
寄
席
」

６
月

・
九
段
祭PO

P
「
あ
お
い
寄
席
」

９
月

・
１
年
生
お
披
露
目
公
演
「
か
い
わ
れ
寄

席
」

11
月

・
創
縁
祭
「
噺
＇寄
席
（
て
ん
で
は
な
し

に
な
ら
な
い
よ
せ
）」

そ
の
他
、
２
月
に
行
わ
れ
る
学
生
落
語

の
全
国
大
会
「
策
伝
大
賞
」
へ
の
出
場
、

老
人
ホ
ー
ム
や
児
童
館
で
の
出
張
公
演
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
入
部
員
の
ほ
と
ん
ど
は
落
語
初
心
者

で
す
。
私
も
落
研
に
入
る
ま
で
は
テ
レ
ビ

やY
ouT
ube

で
何
度
か
落
語
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、
自
分
が
人
前
で
落

語
を
や
る
日
が
来
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
長
い
台
本
を
覚
え
る
の
は

大
変
だ
し
、
本
番
の
と
き
は
今
で
も
緊
張

し
ま
す
が
、
自
分
の
落
語
を
聞
い
た
お
客

様
が
笑
っ
て
く
れ
る
と
、
落
研
に
入
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
部
員
数
は
１
年
生
８
名
、
２
年

生
３
名
、
３
年
生
４
名
、
４
年
生
６
名
の

計
21
名
。
授
業
が
あ
る
期
間
は
平
日
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
の
週
５
回
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
活
動
で
は
、
一
人
ず
つ
部

員
の
前
で
落
語
を
や
り
、
そ
の
後
他
の
部

員
か
ら
講
評
を
も
ら
い
ま
す
。

二
松
學
舍
大
学
落
語
研
究
会
、
次
回
の

公
演
は
11
月
2
日
、
3
日
の
創
縁
祭
「
噺

＇寄
席
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
、
ぜ
ひ
と
も
会

場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
！
部
員
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

V
oice of N

ation

田
村
万
葉

二
松
學
舍
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

V
oice of N

ation

サ
ー
ク
ル
員
の
国
文

学
科
3
年
の
田
村
で
す
。
私
の
所
属
し
て

い
るV

oice of N
ation

は
男
女
、
学
年

混
合
の
約
60
名
在
籍
し
て
お
り
週
2
日
九

段
キ
ャ
ン
パ
ス
で
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
と

は
、
楽
器
を
使
わ
ず
に
自
分
た
ち
の
声
だ

け
で
音
楽
を
奏
で
る
と
い
う
も
の
で
、
リ

ー
ド
ボ
ー
カ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
ベ
ー
ス
、

ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
1
人
1
つ

の
パ
ー
ト
を
受
け
持
っ
て
4
～
6
人
で
バ

ン
ド
を
組
ん
で
演
奏
し
ま
す
。
演
奏
す
る

曲
は
邦
楽
、
洋
楽
、
ア
ニ
ソ
ン
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
ア
カ

ペ
ラ
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
歌
っ
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

最
近
で
は

ハ
モ
ネ
プ

リ
ー
グ
と

い
う
ア
カ

ペ
ラ
の
上

手
さ
を
競

う
番
組
も

放
送
さ
れ

注
目
を
浴

び
、
じ
わ

じ
わ
と
人

口
が
増
え

つ
つ
あ
る

音
楽
ジ
ャ

ン
ル
で
あ

る
と
言
え

ま
す
。
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
に
も
、
歌
が

好
き
な
人
、
も
と
も
と
楽
器
を
や
っ
て
い

た
人
、
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
っ

て
み
た
い
人
な
ど
多
く
の
人
が
所
属
し
、

ア
カ
ペ
ラ
を
大
学
で
初
め
て
や
る
と
い
う

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
各
々
バ
ン
ド
を

組
ん
で
上
達
の
た
め
に
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

練
習
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、
私
た

ち
は
年
に
4
回
ほ
ど
外
に
向
け
た
ラ
イ
ブ

を
行
っ
て
お
り
、
近
々
で
は
11
月
2
日
、

3
日
に
行
わ
れ
る
創
縁
祭
で
も
ラ
イ
ブ
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
内

の
バ
ン
ド
の
多
く
が
出
演
い
た
し
ま
す
の

で
、
も
し
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
らV

oice of N
ation

の
教
室
ま
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

落語研究会

アカペラサークル　Voice of Nation

舞台での発表
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学
生
の
活
躍

第
62
回
短
歌
研
究
新
人
賞
受
賞

国
際
政
治
経
済
学
部
3
年
の
郡
司
和
斗

さ
ん
が
第
62
回
短
歌
研
究
新
人
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。『
短
歌
研
究
』（
短
歌
研
究
社
）

令
和
元
年
9
月
号
に
、
受
賞
作
30
句
「
ル

ー
ズ
リ
ー
フ
を
空
へ
と
放
つ
」
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

郡
司
さ
ん
は
、「
盛
岡
の
短
歌
甲
子
園

へ
の
出
場
を
き
っ
か
け
に
作
歌
を
始
め

る
。平
成
30
年
の
春
に
句
誌「
蒼
海
」入
会
、

夏
に
「
歌
林
の
会
」
入
会
。
令
和
元
年
か

り
ん
賞
受
賞
。
松
風
短
詩
会
運
営
」（『
短

歌
研
究
』
略
歴
欄
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

松
風
短
詩
会
は
、
大
学
内
の
ク
ラ
ブ
。

『
週
刊
読
書
人
』
に
２
学
生
の
書
評

『
週
刊
読
書
人
』
の
「
書
評
キ
ャ
ン
パ

ス　

大
学
生
が
ス
ス
メ
ル
本
」
欄
に
文
学

部
国
文
学
科
1
年
の
近
藤
里
咲
さ
ん
に
よ

る
石
川
佳
子
編
『
竹
久
夢
二
詩
画
集
』
の

書
評
が
８
月
23
日
号
に
、
国
際
政
治
経
済

学
部
３
年
の
郡
司
和
斗
さ
ん
に
よ
る
長
嶋

有
著
『
新
装
版
春
の
お
辞
儀
』
の
書
評
が

９
月
20
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

関
連
し
て
、
千
代
田
区
立
千
代
田
図
書

館
で
は
、『
週
刊
読
書
人
』
が
連
載
の
「
書

評
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
、

「
い
ま
ど
き
の
大
学
生
解
体
新
書
」
の
企

画
で
大
学
生
に
よ
る
お
薦
め
本
と
書
評
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
8
月
26
日
か
ら
9
月

21
日
ま
で
の
期
間
、
本
学
の
近
藤
里
咲
さ

ん
に
加
え
、
文
学
部
中
国
文
学
科
4
年
の

宮
下
洋
平
さ
ん
に
よ
る
メ
ア
リ
ー
・
マ
ッ

カ
ー
シ
ー
著
『
私
の
カ
ト
リ
ッ
ク
少
女
時

代
』
の
書
評
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
度
学
生
褒
賞　

個
人
30
人
、
２
団
体

平
成
30
年
度
の
学
生
褒
賞
の
授
与
式

が
、
4
年
次
生
は
、
3
月
14
日
（
木
）
の

卒
業
式
後
に
同
じ
会
場
（
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
）
で
、
3
年
次
生
以
下
の
在
学
生
は
、

3
月
18
日
（
月
）
に
大
学
内
で
行
わ
れ
た
。

平
成
30
年
度
の
表
彰
は
、

個
人
30
人
、
２
団
体
。
内

訳
で
は
、
個
人
で
は
、
全

日
本
き
も
の
装
い
コ
ン
テ

ス
ト
世
界
大
会
準
女
王
に

輝
い
た
学
生
、
第
35
回
讀

賣
書
法
展
、
第
70
回
毎
日

書
道
展
Ｕ
23
、
第
103
回
書

教
展
な
ど
各
種
の
書
道
展

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た�

学
生
25
人
、体
育
系
で
は
、�

東
都
大
学
軟
式
野
球
春
季
・

秋
季
リ
ー
グ
戦
で
活
躍
し

た
軟
式
野
球
部
の
４
人
合

計
30
人
。
団
体
は
、
第
103

回
書
教
展
で
優
秀
団
体
賞�

平
成
13
年
度
以
前
の
卒
業
生
の
方
へ

終
身
会
員
手
続
き
の
お
願
い

松
苓
会
の
運
営
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が

終
身
会
員
の
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
身
会
費
1
万
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

と
終
身
会
員
に
な
り
、
会
報
の
毎
回
送
付

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内
が
毎
年

届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
終
身
会
員
の
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
金
の
お
願
い

松
苓
会
で
は
、
会
の
発
展
の
た
め
に
会

員
の
皆
様
に
寄
付
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

松
苓
会
の
事
業
推
進
と
財
源
確
保
の
た

め
に
、
1
口
千
円
で
寄
付
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

を
受
賞
し
た
書
道
部
と
第
25
回
よ
ま
せ
全�

国
学
生
ス
キ
ー
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
シ
ッ
プ
で

女
子
団
体
優
勝
に
輝
い
た
Ｖ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｌ�

Ｒ
．Ｓ
．Ｃ
．の
2
団
体
。

学
生
褒
賞
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
大

学
、
父
母
会
、
松
苓
会
の
合
同
表
彰
を
行

っ
て
い
る
。


